
第
一
章

第
二
章

関
法

ー
—
法
適
用
の
現
状
に
対
す
る
理
論
的
対
応
I

第
四
四
巻
第
三
号

問
題
の
設
定

性
質
決
定
の
理
論
的
状
況
と
そ
の
批
判
的
考
察

（
以
上
四
三
巻
四
号
）

第
三
章
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
と
国
際
私
法
の
適
用
過
程

第
一
節
性
質
決
定
の
二
つ
の
局
面

第
一
項
序
論

第
二
項

R
e
C
o
h
n
判
決
の
概
要
と
そ
の
理
論

第
二
節
性
質
決
定
の
第
一
段
階
1

具
体
的
法
的
問
題
の
法
廷
地
国

際
私
法
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
単
位
法
律
関
係
）
へ
の
包
摂

第
一
項
性
質
決
定
の
対
象
と
し
て
の
法
的
問
題

第
二
項
性
質
決
定
理
論
に
お
け
る
国
際
私
法
の
独
自
性
の
貫
徹

第
三
項
性
質
決
定
理
論
に
お
け
る
普
逼
主
義
的
考
慮

第
一
二
節
性
質
決
定
の
第
二
段
陪
泣
担
実
質
法
内
に
お
け
る
対
応

す
る
範
囲
の
規
定
の
切
り
取
り
（
送
致
範
囲
の
画
定
）

第
一
項
送
致
範
囲
画
定
の
必
要
性

（
三
八
八
）

第
二
項
法
概
念
の
核

(
n
o
y
a
u
)

に
お
け
る
同
一
性

第
三
項
送
致
範
囲
の
画
定
作
業
に
お
け
る
比
較
法
学
の
重
要
性

第
四
項
適
応
問
題
と
送
致
範
囲
の
画
定

第
五
項
比
較
法
に
よ
る
機
能
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
そ
の
限
界

第
四
節
性
質
決
定
が
実
際
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
場
面

第
一
項
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
ぴ
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
に
現
れ
た
例

第
二
項
日
本
の
教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
例

第

五

節

ま

と

め

（

以

上

、

四

三

巻

六

号

）

第
六
節
国
際
的
私
法
関
係
を
規
律
す
る
法
の
タ
イ
プ
と
そ
の
適
用
過

程
の
分
析

第
一
項
序
論

第
二
項
国
際
私
法

第
三
項
統
一
国
際
私
法

第
四
項
万
民
法
型
統
一
法

第
五
項
世
界
統
一
私
法

率
扇

藤

国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
四 ―

二

0

彰



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
四

第
一
項

第
一
節
序
論

第
四
章

第

六

項

小

括

（

以

上

、

四

四

巻

一

号

）

第
四
章
性
質
決
定
理
論
の
各
論
的
考
察
と
し
て
の
抵
触
規
範
競
合
問
題

第
一
節
序
論

第
一
項
日
本
の
実
質
法
の
状
況

第
二
項
国
友
助
教
授
に
よ
る
問
題
設
定
と
そ
の
疑
問
点

第
二
節
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
理
論
状
況

第
一
項
実
質
法
上
の
状
況
と
抵
触
規
範
競
合
の
議
論

第
二
項

B
o
u
r
e
l
の
理
論
に
つ
い
て

第
三
項

B
o
u
r
e
l
の
理
論
に
つ
い
て
の
若
干
の
誤
解

第
一
二
節
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
お
け
る
理
論
状
況

第
一
項
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
実
質
法
に
お
け
る
特
殊
事
情
に
つ
い
て

第
二
項
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
際
私
法
上
の
問
題

第
三
項
性
質
決
定
の
競
合
に
関
す
る
K
a
h
n
,
 
F
r
e
u
n
d
の
見
解

第
四
項

T
h
e
L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 
(
W
o
r
k
i
n
g
 P
a
p
e
r
 
1
9
8
4

と

R
e
p
o
r
t
 1
9
9
0
)

の
立
場

第
五
項

E
C契
約
準
拠
法
条
約
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て

第
四
節
ド
イ
ツ
の
理
論
状
況

第
一
項
ド
イ
ツ
実
質
法
に
お
け
る
請
求
権
競
合
問
題
の
特
殊
性

第
二
項
わ
が
国
民
法
学
と
ド
イ
ツ
法
学
説
の
影
響
に
つ
い
て

第
三
項
ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
附
従
的
連
結
論
に
つ
い
て

第
五
節
結
論

第
一
項
序
論

第
二
項
不
法
行
為
の
準
拠
法
選
択
に
お
け
る
当
事
者
自
治
導
入
論

に
対
し
て

第
三
項
附
従
的
連
結
論
の
評
価
に
つ
い
て

第
四
項
本
章
に
お
け
る
私
見
か
ら
の
結
論

（
以
上
、
本
号
）

抵
触
規
範
競
合
問
題
再
論
—
統
一
法
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て

結

論

性
質
決
定
理
論
の
各
論
的
考
察
と
し
て
の
抵
触
規
範
競
合
問
題

日
本
の
実
質
法
の
状
況

日
本
民
法
に
お
け
る
請
求
権
競
合
問
題
は
、
•
四
宮
和
夫
教
授
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

「
請
求
権
の
発
生
に
関
す
る
伝
統
的
な
理
論
に
よ
れ
ば
同
一
給
付
に
向
け
ら
れ
た
複
数
の
請
求
権
が
同
一
当
事
者
間
に
併
存
す
る
こ
と

第
五
章

第
六
章

（
三
八
九
）



第
四
四
巻
第
三
号

た
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

害
賠
償
請
求
権
と
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
と
が
成
立
す
る

口
（
三
九
0
)

に
な
る
場
合
に
、
は
た
し
て
請
求
権
規
範
の
数
に
対
応
す
る
請
求
権
の
成
立
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
か
（
請
求
権
の
単
複
の
問
題
）
、
ま

た
、
権
利
者
・
義
務
者
間
の
法
律
関
係
は
ど
の
よ
う
な
規
範
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
（
適
用
規
範
の
問
題
）
、
と
い
っ

ハ
イ
ヤ
ー
の
乗
客
が
運
転
手
の
過
失
に
よ
る
衝
突
事
故
で
負
傷
し
た
場
合
に
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損

の
請
求
権
が
成
立
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
不
法
行
為
に
よ
る
債
務
を
受
働
債
権
と
し
て
相
殺
す
る
こ
と

ハ
イ
ヤ
ー
会
社
と
利
用
者
の
あ
い
だ
に
か
り
に
責
任
制
限
の
特
約
が

あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
特
約
は
、
被
害
者
が
不
法
行
為
を
主
張
す
る
と
き
は
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
じ
よ
う
な
問
題
は
、
物
権
的
請
求
権
な
い
し
そ
の
付
随
的
請
求
権
と
不
当
利
得
・
不
法
行
為
に
基
づ
く
請
求
権
あ
る
い
は
契

(
1
)
 

約
上
の
請
求
権
と
の
あ
い
だ
、
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
不
法
行
為
に
基
づ
く
請
求
権
と
の
あ
い
だ
等
々
に
お
い
て
も
、
生
ず
る
。
」

こ
の
請
求
権
競
合
の
定
義
は
、
裏
面
か
ら
見
れ
ば
「
ひ
と
つ
の
生
活
事
実
が
不
法
行
為
と
債
務
不
履
行
の
要
件
を
と
も
に
充
た
す
場
合

(2) 

に
は
、
二
個
の
請
求
権
が
競
合
的
に
発
生
す
る
」
場
合
と
も
言
え
る
が
、
現
在
の
日
本
の
判
例
の
主
流
は
そ
れ
を
認
め
る
立
場
で
あ
る
と

(3) 

一
般
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
星
野
教
授
の
よ
う
に
「
債
務
不
履
行
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
不
法
行
為
の
要
件
を
も
充
た
し
て
い
る

(4) 

と
い
っ
て
よ
い
」
と
ま
で
言
い
切
る
見
解
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
事
態
を
生
じ
得
る
法
的
問
題
の
潜
在
的
範
囲
は
非
常
に
広
い
と
い

え
る
。
具
体
的
に
は
、
家
屋
の
賃
借
人
の
失
火
責
任
、
運
送
人
・
湯
屋
の
主
人
の
高
価
品
紛
失
・
盗
難
に
関
す
る
責
任
等
が
判
例
で
争
わ

れ
た
古
典
的
な
事
例
と
言
え
る
が
、
広
く
売
買
契
約
な
ど
に
お
い
て
も
生
じ
得
る
「
積
極
的
債
権
侵
害
」
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
事
例

（
こ
れ
に
は
製
造
物
責
任
の
多
く
の
場
合
が
入
る
と
考
え
ら
れ
る
）
、
医
療
契
約
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
な
す
債
務
」
の
不
履
行
、
近
時
判

(5) 

例
等
で
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
安
全
配
慮
義
務
違
反
」
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
事
例
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

は
で
き
な
い
と
す
る
民
法
五

0
九
条
の
適
用
は
ど
う
な
る
の
か
、

関
法

（
二
重
に
と
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
）
の
か
、
そ
れ
と
も
単



れ
る
。

国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
回

し
か
し
、
判
例
が
比
較
的
一
貫
し
て
「
請
求
権
競
合
」
を
認
め
る
立
場
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
今
日
の
学
説
は
か

な
り
異
っ
た
立
場
を
採
用
し
つ
つ
あ
る
。
以
前
か
ら
、
請
求
権
競
合
説
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
「
法
条
競
合
説
」
が
有
力
説
と
し
て
存

(6) 

在
し
て
い
た
。
こ
の
説
は
、
「
契
約
責
任
は
特
定
者
間
の
特
殊
的
・
具
体
的
な
結
合
関
係
た
る
契
約
関
係
に
お
い
て
生
ず
べ
き
責
任
で
あ

る
の
に
対
し
、
不
法
行
為
責
任
は
そ
の
よ
う
な
特
殊
的
な
結
合
関
係
に
な
い
単
純
な
一
般
市
民
相
互
の
間
に
お
い
て
生
ず
べ
き
責
任
で

あ
っ
て
、
両
責
任
は
、
同
じ
く
損
害
の
填
補
を
目
指
す
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
機
能
を
分
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
契
約

関
係
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
で
は
契
約
責
任
の
み
が
問
題
に
な
る
と
み
る
べ
き
で
、
不
法
行
為
責
任
の
発
生
を
考
え
る
余
地
が
な
い
こ
と
は
、

(7) 

あ
た
か
も
特
別
法
に
よ
っ
て
一
般
法
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
な
関
係
に
あ
る
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
有
力
な
見
解
に
よ

(8) 

り
現
在
数
「
む
し
ろ
数
に
お
い
て
優
勢
」
と
ま
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
法
条
競
合
説
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
学
に
お
け
る
確
固
た
る
通
説
で

(9) 

あ
り
、
判
例
も
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
請
求
権
競
合
説
に
限
ら
ず
契
約
責
任
の
領
域
を
で
き
る
限
り
拡
大
し
よ
う
と
す
る
方
向
で
学
説
を
促
し
て
き

た
実
際
的
な
動
因
の
―
つ
が
、
ド
イ
ツ
民
法
の
不
法
行
為
法
制
度
の
欠
陥
に
あ
る
こ
と
は
、
今
日
、
ほ
と
ん
ど
異
論
が
な
い
も
の
と
思
わ

潮
見
助
教
授
は
、

S
t
a
u
p

の
「
積
極
的
債
権
侵
害
論
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
…
…
シ
ュ
タ
ウ
プ
が
、

B
G
B
第
八
二
＿
二
条
に
よ
る
保
護
の
可
能
性
を
示
し
て
自
説
に
反
論
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
し
、
そ
の
根

拠
と
し
て
、
第
一
に
、
単
な
る
過
失
行
為
を
理
由
と
し
て
一
般
的
損
害
賠
償
義
務
が
発
生
す
る
の
で
は
な
く
て
、
現
実
の
権
利
が
侵
害
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
の
み

B
G
B
八
二
三
条
で
保
護
が
図
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
過
失
に
よ
る
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
同
条
に
よ
る

保
護
は
た
い
て
い
の
場
合
に
拒
絶
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
点
、
第
二
に
、

B
G
B
第
八
三
一
条
（
使
用
者
責
任
）~ 
で
は
使
用
者
が
補
助
者
を
選

（
三
九
一
）



第
四
四
巻
第
三
号

任
す
る
際
に
過
失
が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

（
三
九
二
）

B
G
B
第
二
七
八
条
（
履
行
補
助
者
の
過

失
）
で
は
既
存
の
債
務
の
履
行
に
お
い
て
過
失
が
あ
れ
ば
適
用
さ
れ
る
点
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
指
摘
は
、
シ
ュ
タ
ウ
プ
が

積
極
的
契
約
侵
害
の
本
質
を
完
全
性
利
益
の
侵
害
に
見
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
不
法
行
為
責
任
で
扱
う
の
が
不
当
な
の
は
、
不

法
行
為
責
任
の
本
質
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、

B
G
B
の
不
法
行
為
責
任
規
定
で
の
保
護
の
技
術
的
不
十
分
さ
I

し

か
も
、
被
侵
害
利
益
と
使
用
者
責
任
で
の
免
責
証
明
の
可
能
性
と
い
う
、
今
日
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
説
か
れ
て
い
る
両
観
点
ー

l

—
に
起

(10) 

因
す
る
も
の
で
あ
る
と
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
意
味
に
お
い
て
、
注
目
に
値
す
る
。
」

す
な
わ
ち
、
請
求
権
競
合
を
ド
イ
ツ
に
お
い
て
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
の
主
た
る
動
因
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
不
法
行
為
法
に
お
け
る
制

(11) 

度
的
欠
陥
は
、
基
本
的
に
フ
ラ
ン
ス
型
の
不
法
行
為
規
定
を
有
し
て
い
る
わ
が
民
法
に
は
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
現
時
点
で
は
、

数
の
上
で
は
法
上
競
合
説
の
方
が
優
勢
で
あ
る
と
ま
で
評
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
民
事
訴
訟
法
学
上
の
新
訴
訟
物
理

(12) 

論
か
ら
の
示
唆
を
も
得
て
、
新
た
に
台
頭
し
て
き
た
「
規
範
統
合
説
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
学
説
も
、
論
者
に
よ
り
そ
の
細
部
の
構
成
は

異
な
る
も
の
の
、

―
つ
の
事
象
に
対
し
て
別
個
独
立
の
請
求
権
が
併
存
す
る
こ
と
を
否
定
し
合
理
的
な
調
整
・
統
合
を
考
え
よ
う
と
す
る

点
で
は
、
正
に
「
非
競
合
」
の
立
場
を
採
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
債
務
法
改
正
の
鑑
定
意
見
に
お
い
て
、

S
c
h
l
e
c
h
t
r
i
e
m

が
、
「
契
約
責
任
秩
序

と
不
法
行
為
責
任
秩
序
の
二
分
法
を
と
る
こ
と
を
前
提
」
と
し
、
「
限
界
事
例
と
さ
れ
る
契
約
類
型
に
つ
い
て
い
ず
れ
の
責
任
秩
序
に

よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
の
が
妥
当
か
」
を
検
討
し
た
上
で
、
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
「
各
責
任
の
具
体
的
規
範
の
適
用
範
囲
の
決
定
・
明
確
化

や
規
範
の
平
準
化
、
あ
る
い
は
一
方
の
責
任
規
範
の
他
方
の
責
任
規
範
に
対
す
る
優
先
的
適
用
」
と
い
っ
た
方
法
を
用
い
て
競
合
問
題
を

(13) 

整
序
す
る
方
向
で
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
判
例
の
動
向
が
安
定
し
て
い
な
い
と
い
う

四

関
法

―
二
四



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
回

別
に
従
わ
ず
、

(14) 

指
摘
も
、
日
本
の
判
例
が
請
求
権
競
合
説
で
ほ
ぼ
固
ま
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
比
較
す
れ
ば
、
非
常
に
興
味
深
い
も
の
が

あ
ろ
う
。

国
際
私
法
の
平
面
に
こ
の
問
題
が
投
影
さ
れ
た
も
の
が
、
正
に
本
章
に
お
い
て
筆
者
が
扱
お
う
と
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、

国
際
私
法
の
平
面
に
お
い
て
こ
の
問
題
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
態
で
顕
在
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

(15) 

国
友
助
教
授
は
、
性
質
決
定
の
対
象
を
私
見
と
同
じ
く
、
渉
外
的
な
生
活
関
係
か
ら
生
じ
る
「
法
的
問
題
」
と
す
る
立
場
で
あ
り
、
そ

(16)

（

17) 

れ
が
「
い
ず
れ
の
抵
触
規
則
の
適
用
範
囲
に
属
す
る
か
の
決
定
」
を
す
る
問
題
が
「
法
性
決
定
」
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
運
送
中

(18) 

の
事
故
に
よ
っ
て
（
契
約
当
事
者
た
る
）
乗
客
が
負
傷
し
た
場
合
の
、
そ
の
乗
客
か
ら
運
送
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
」
の
よ
う
な
場

「
そ
こ
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
契
約
に
関
連
し
て
生
じ
た
損
害
賠
償
請
求
権
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
実
質
法
上
、
請
求
権
競
合
問

題
が
生
ず
る
の
に
対
応
し
て
、
国
際
私
法
上
、
契
約
の
抵
触
規
則
（
法
例
七
条
）
と
不
法
行
為
の
抵
触
規
則
（
法
例
―
一
条
）

を
も
適
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
法
例
七
条
と
―
一
条
の
双
方
を
適
用
し
、
契
約
法
上
の
請
求
権
の
問
題
と
不
法
行
為
法

上
の
請
求
権
の
問
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
連
結
素
（
七
条
一
項
「
当
事
者
の
意
思
」
、

ル
地
」
）
に
よ
ら
し
め
、
契
約
準
拠
法
と
不
法
行
為
準
拠
法
を
別
々
に
指
定
す
る

―
二
五

か
、
あ
る
い
は
、
実
質
法
上
契
約
請
求
権
と
不
法
行
為
請
求
権
の
両
者
が
成
立
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
国
際
私
法
上
は
そ
の
よ
う
な
区

一
個
の
損
害
賠
償
問
題
と
し
て
一
括
し
て
、
「
契
約
」
と
法
性
決
定
し
、
単
一
の
連
結
素
（
「
当
事
者
の
意
思
」
）
に
よ
り

合
に
生
じ
得
る
抵
触
規
則
の
競
合
問
題
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

解
を
再
度
引
用
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
項
国
友
助
教
授
に
よ
る
問
題
設
定
と
そ
の
疑
問
点

（
三
九
三
）

（
こ
れ
を
準
拠
法
指
定
並
立
説
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）

―
一
条
一
項
「
其
原
因
タ
ル
事
実
ノ
発
生
シ
タ

こ
こ
で
、
国
友
助
教
授
の
見

の
い
ず
れ



国
友
助
教
授
の
見
解
が
、

る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

第
四
四
巻
第
三
号

（
三
九
四
）

単
一
の
準
拠
法
を
指
定
す
る
（
こ
れ
を
一
体
的
法
性
決
定
説
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
法
例

七
条
と
―
一
条
の
双
方
を
適
用
す
る
か
、
又
は
、
七
条
の
み
を
適
用
す
る
か
と
い
う
問
題
を
、
こ
こ
で
は
、
『
抵
触
規
則
の
競
合
問
題
』

と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
」

ま
ず
、
国
友
助
教
授
の
議
論
の
前
提
で
あ
る
「
実
質
法
上
、
請
求
権
競
合
問
題
」
が
生
じ
る
と
す
る
見
解
自
体
が
、
日
本
の
実
質

法
上
必
ず
し
も
当
然
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
。
「
請
求
権
競
合
問
題
」
が
生
じ
る
か
否
か
と
い
う
正
に
そ
の
こ

と
が
、
現
在
、
わ
が
民
法
学
に
お
い
て
激
し
い
論
争
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
問
題
を
国
際
私
法
学
の
レ
ベ
ル
で
考
え
る

と
き
に
、
仮
に
実
質
法
と
の
対
応
関
係
に
お
い
て
考
え
る
に
し
て
も
、
そ
の
際
に
「
請
求
権
競
合
説
」
を
出
発
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
必
然
性
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
抵
触
規
範
の
競
合
問
題
」
を
、
そ
う
し
た
範
囲
の
問
題
に
限
定
す
る
必
要
は
な
い

し
、
も
し
そ
う
限
定
す
る
と
す
れ
ば
そ
の
こ
と
自
体
が
す
で
に
こ
の
問
題
に
対
す
る
民
法
解
釈
論
上
の
一
見
解
に
強
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い

本
稿
に
お
い
て
「
抵
触
規
範
の
競
合
問
題
」
と
は
、
正
に
、
国
際
私
法
レ
ベ
ル
の
み
に
お
け
る
問
題
で
、
性
質
決
定
の
対
象
た
る
国
際

的
生
活
関
係
か
ら
生
じ
た
法
的
問
題
が
、
同
時
に
二
つ
の
性
質
決
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
の
可
否
と
そ
の
こ
と
か
ら
生
じ

う
べ
き
諸
問
題
を
意
味
す
る
の
み
で
あ
り
、
実
質
法
上
の
特
定
の
立
場
と
必
然
的
に
関
連
す
る
議
論
で
は
な
い
と
考
え
る
。
確
か
に
、
実

質
法
と
全
く
無
関
係
で
は
あ
り
得
な
い
が
、
こ
う
し
た
問
題
を
性
質
決
定
に
関
す
る
―
つ
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
国
際

私
法
の
法
目
的
を
最
大
限
に
尊
重
し
て
為
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

関
法

一
応
、
日
本
の
判
例
の
立
場
を
基
準
と
し
た
議
論
で
あ
る
と
考
え
て
、
実
質
法
上
二
つ
の
請
求
権
が
成

立
す
る
に
し
て
も
、
国
際
私
法
独
自
の
立
場
か
ら
性
質
決
定
を
為
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
や
り
方
の
選
択
肢
が
、
助
教
授
が
提

―
二
六



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
回

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
な
る
か
否
か
と
は
無
関
係
の
は
ず
で
あ
る
。
更
に
、
「
一
体
的
法
性
決
定
説
」
と
呼
ぶ
場
合
の
「
一
体
」
と
は
、
何
を
指
す
の
で
あ
ろ

ざ
わ
ざ
「
一
体
」
と
呼
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
え
て
直
裁
に
批
判
す
れ
ば
、
ま
ず
、
民
法
を
適
用
し
た
上
で
「
請
求

権
競
合
問
題
」
を
確
定
し
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
に
迎
合
す
る
形
で
国
際
私
法
上
の
性
質
決
定
の
方
法
を
考
え
る
と
い
う
の
が
、
国
友
助
教
授

(20) 

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国
友
助
教
授
の
意
味
す
る
「
国
際
私
法
独
自
の
立
場
」
と
は
、
せ
い
ぜ
い
そ
の
程
度
の
『
独
自
」

は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
「
一
体
的
」
に
性
質
決
定
す
る
場
合
に
常
に
「
契
約
」
へ
と
一
体
化
し
、
「
不
法
行
為
」

へ
と
一
体
化
す
る
可
能
性
を
顧
み
な
い
こ
と
は
、
そ
こ
に
ド
イ
ツ
国
際
私
法
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
附
従
的
連
結
」
の
理
論
導
入
へ
の
あ

(21) 

か
ら
さ
ま
な
意
図
が
見
え
る
と
共
に
、
論
理
的
整
合
性
に
欠
け
る
と
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

理
念
論
と
し
て
の
「
国
際
私
法
の
独
自
性
」
は
誰
も
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
承
認
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
問
題
を

考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
実
質
法
の
強
い
呪
縛
を
受
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
友
助
教
授
の
見
解
に
限
定
さ
れ
た

こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
問
題
を
探
求
し
て
い
く
際
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
実
質
法
の
呪
縛
」
に
対
し
て
常
に
鋭
い
批

判
を
向
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
正
に
「
国
際
私
法
の
独
自
性
」
を
貫
徹
し
純
化
し
て
い
く
の
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
視
点

四
性
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

う
か
？

て、

二
―
七

案
す
る
「
準
拠
法
指
定
並
立
説
」
と
「
一
体
的
法
性
決
定
説
」
の
二
つ
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
理
解
に
苦
し
む
。
わ
が
国
の
裁
判
所
に
お

(19) 

い
て
、
国
際
的
な
法
的
問
題
に
最
初
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
は
、
日
本
民
法
で
は
な
く
法
例
を
中
心
と
し
た
日
本
国
際
私
法
で
あ
る
。
従
っ

―
つ
の
法
的
問
題
に
二
つ
の
準
拠
法
が
指
定
さ
れ
る
か
否
か
は
純
粋
に
法
例
適
用
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
民
法
で
請
求
権
競
合
問
題

何
か
と
何
か
が
「
一
体
」
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
―
つ
の
法
的
問
題
に
―
つ
の
性
質
決
定
を
行
う
こ
と
を
何
故
わ

仮
に
裁
判
に
お
け
る
現
実
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
学
説
と
し
て
、
そ
の
論
理
的
な
不
明
確
さ

（
三
九
五
）



第
一
項

第
二
節
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
理
論
状
況

第
四
四
巻
第
三
号

し
か
し
、
そ
れ
は
、
国
際
私
法
レ
ベ
ル
で
の
性
質
決
定
の
競
合
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
、
実
質
法
上
の
「
請
求
権
競
合
」
の
問
題
に

つ
い
て
の
議
論
を
無
視
し
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
理
想
は
現
実
を
踏
ま
え
た
そ
の
先
に
存
在

す
る
か
ら
こ
そ
理
想
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「
国
際
私
法
の
独
自
性
」

て
実
質
法
レ
ベ
ル
の
議
論
が
何
ら
か
の
影
響
力
を
国
際
私
法
上
の
議
論
に
対
し
て
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
も
っ
て
こ

の
問
題
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
各
国
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
扱
い
の
現
状
を
分
析
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ

う
し
た
問
題
に
こ
そ
十
分
に
意
識
さ
れ
な
い
う
ち
に
「
実
質
法
の
呪
縛
」
が
し
っ
か
り
と
浸
透
し
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
強
い
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
各
国
の
実
質
法
の
状
況
を
正
確
に
捉
え
る
こ
と
が
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
各
国
の
国
際
私
法
上
の
扱
い

に
つ
い
て
の
理
解
を
確
か
な
も
の
に
す
る
と
同
時
に
、
わ
が
国
の
法
例
の
解
釈
と
し
て
、
こ
の
問
題
に
お
け
る
国
際
私
法
の
独
自
性
貫
徹

の
指
針
を
示
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

実
質
法
上
の
状
況
と
抵
触
規
範
競
合
の
議
論

の
貫
徹
が
理
想
で
あ
る
と
す
る
本
稿
の
視
点
は
、
現
実
に
お
い

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
実
質
法
上
、
契
約
規
範
は
特
別
法
と
し
て
不
法
行
為
規
範
に
優
先
す
る
た
め
に
請
求
権
競
合
の
問
題
は

生
じ
な
い
と
す
る
立
場
（
わ
が
国
の
民
法
学
説
が
法
条
競
合
説
と
よ
ぶ
立
場
）
が
、
学
説
・
判
例
上
確
立
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
か
、
国

際
私
法
上
も
抵
触
規
範
の
競
合
を
否
定
す
る
立
場
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
問
題
自
体
が
ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ

な
い
た
め
に
国
際
私
法
の
学
説
が
こ
う
し
た
問
題
を
扱
う
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
と
言
っ
た
方
が
正
確
か
も
し
れ
な
い
。

従
っ
て
、
教
科
書
レ
ベ
ル
で
こ
う
し
た
問
題
に
対
す
る
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
希
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
筆
者

関
法

―
二
八

（
三
九
六
）



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
四

第
二
項

B
o
u
r
e
一
の
理
論
に
つ
い
て

の
目
に
止
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、

―
二
九

フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
な
国
際
私
法
の
教
科
書
で
あ
る
Batiffol
et L
a
g
a
r
d
e

の
『
国
際
私
法
（
第
七

版
）
』
に
お
け
る
ご
く
簡
単
な
著
述
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
性
質
決
定
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た
脚
注
の
中
に
お
い
て
「
内
国
法
に
お
け
る
例

え
ば
―
つ
の
交
通
事
故
に
対
し
て
生
ず
る
責
任
が
契
約
上
の
も
の
か
不
法
行
為
上
の
も
の
か
と
い
っ
た
性
質
決
定
の
よ
う
な
、
内
国
法
に

お
け
る
多
か
れ
少
な
か
れ
技
巧
的
な
あ
る
種
の
性
質
決
定
を
国
際
的
秩
序
に
適
用
す
る
事
に
対
し
て
も
、
同
様
に
、
批
判
を
加
え
る
事
が

(22) 

で
き
る
」
と
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
の
国
際
私
法
の
独
自
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
踏
み
込
ん
で
論
じ
て
は
い
な

(23) 

い
。
ま
た
、
不
法
行
為
の
準
拠
法
に
関
し
て
著
述
し
た
部
分
の
脚
注
の
中
で
、
「
不
法
行
為
責
任
と
契
約
責
任
と
の
間
の
境
界
の
問
題
は
、

準
拠
法
に
つ
い
て
の
諸
問
題
を
引
き
起
こ
し
う
る
。
民
法
の
性
質
決
定
が
承
認
さ
れ
る
こ
と
が
必
然
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

問
題
が
有
益
に
提
起
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
性
質
決
定
が
か
な
り
の
程
度
の
確
実
さ
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
不
法
行
為
責
任
と
契
約
責
任
と
の
性
質
決
定
の
競
合
は
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
専
ら

関
心
は
契
約
と
不
法
行
為
と
の
間
の
、
国
際
私
法
の
立
場
か
ら
の
明
確
な
線
引
き
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
抵
触
規
範
の
競
合
問
題
が
実
質
法
上
の
状
況
を
反
映
し
て
か
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
状

flit 
d
e
 lois 
e
n
 m
a
t
i
e
r
e
 d
'
o
b
l
i
g
a
t
i
o
n
s
 e
x
t
r
a
c
o
n
t
r
a
c
t
u
e
l
l
e
s』

況
の
中
で
、
こ
の
問
題
に
対
し
か
な
り
詳
し
い
議
論
を
展
開
し
た
も
の
と
し
て
、

B
o
u
r
e
l

の
『
契
約
外
債
務
に
お
け
る
法
抵
触
L
e
s
c
o
n
 ,
 

(24) 

の
存
在
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

B
o
u
r
e
l

が
、
こ

（
一
九
六
一
）

の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
部
分
を
以
下
に
お
い
て
訳
出
し
た
上
で
、
彼
の
理
論
の
構
造
に
つ
い
て
、
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

、
、
、
、
、
、
、

「
国
際
私
法
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
不
法
行
為
責
任
と
契
約
責
任
と
の
間
の
区
別
は
、
性
質
決
定
の
問
題
を
生
ず
る
。

〔
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
〕
民
事
上
の
責
任
が
実
際
に
そ
の
過
失
の
由
来
に
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
異
な
っ
た
法
の
下
に
お
か
れ
る
の
で
、

（
三
九
七
）



係
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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四
四
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三
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一
度
法
廷
地
法
に
従
っ
て
こ
の
第
一
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
ら
、
不

ニ―
1
0

（
三
九
八
）

救
済
が
求
め
ら
れ
て
い
る
損
害
が
不
法
行
為
か
ら
生
じ
た
の
か
契
約
か
ら
生
じ
た
の
か
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
ま
さ
に
準
拠

(25) 

法
を
決
定
す
る
前
提
と
し
て
の
真
の
性
質
決
定
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
性
質
決
定
に
よ
り
当
事
者
自
治
の
原
則
が
適
用

さ
れ
る
か
不
法
行
為
地
法
原
則
が
適
用
さ
れ
る
か
が
決
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
性
質
決
定
に
つ
い
て
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
解
決

に
適
合
す
る
よ
う
に
、
法
廷
地
法
を
参
照
す
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
解
決
は
、
し
ば
し
ば
反
論
さ
れ
て
き
た
。
実
際
、
不
法
行
為
責
任
と
契
約
責
任
の
と
区
別
は
、
不
法
行
為
と
契
約
の
そ
れ
ぞ
れ
を

規
律
す
る
法
律
に
拠
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
法
の
み
が
不
法
行
為
や
契
約
の
存
在
を
決
定
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
に
、
法
抵
触
の
問
題
と
性
質
決
定
の
抵
触
の
問
題
と
の
混
同
が
あ
る
。
性
質
決
定
は
、
法
的
な
関
係
を
所
与
の
法
律
上
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
包
摂
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
定
義
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
民
事
責
任
の
訴
訟
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
、
ま
ず
最
初
に
、
争

わ
れ
て
い
る
事
実
が
不
法
行
為
ま
た
は
契
約
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
包
摂
さ
れ
る
か
否
か
を
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
、
彼
は

彼
の
固
有
の
法
か
ら
し
か
示
唆
を
受
け
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

法
行
為
責
任
あ
る
い
は
契
約
責
任
の
要
件
が
充
た
さ
れ
て
い
る
か
否
か
は
、
準
拠
実
質
法
と
し
て
認
め
ら
れ
た
法
が
決
定
す
る
。
こ
の
段

階
に
お
い
て
、
法
廷
地
法
が
活
躍
す
る
余
地
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
法
廷
地
法
は
契
約
又
は
不
法
行
為
法
の
適
用
の
前
提
問
題
に
の
み
関

し
か
し
な
が
ら
、
法
廷
地
法
と
準
拠
法
の
そ
れ
ぞ
れ
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
の
区
別
が
常
に
明
確
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
例
が
存
在

す
る
。
不
法
行
為
が
契
約
の
不
履
行
に
際
し
て
生
じ
た
と
き
、
裁
判
官
は
実
際
の
状
況
か
ら
出
発
し
て
、
契
約
的
要
素
を
一
方
に
、
不
法

行
為
的
要
素
を
他
方
に
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
を
、
そ
の
適
切
な
法
制
度
の
下
に
お
く
た
め
に
。
と
こ
ろ
が
、
抵
触
法
に
よ

る
解
決
の
前
提
と
な
る
そ
の
作
業
は
、
契
約
法
を
参
照
す
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
こ
れ
こ
れ
の
事
実
が
契
約
不
履
行
と
独
立
し
た
不
法
行

関
法



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
回

し
か
し
な
が
ら
、
抵
触
法
の
領
域
に
お
い
て
は
、
不
法
行
為
責
任
は
、
契
約
規
範
に
対
し
て
独
立
性
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(26) 

当
事
者
間
の
関
係
の
存
在
は
、
不
法
行
為
の
位
置
付
け
に
影
響
を
与
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
〔
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
〕
」

第
三
項B

o
u
r
e
l
の
学
説
に
つ
い
て
の
わ
が
国
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
た
理
解
に
は
、
幾
つ
か
の
誤
解
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
国
友

助
教
授
の
外
国
に
お
け
る
学
説
の
分
類
に
お
い
て
は
、

フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
様
々

(27) 

な
国
に
お
け
る
学
説
が
、
そ
れ
ら
の
国
の
実
質
法
の
あ
り
方
と
は
関
係
な
く
全
く
同
等
に
扱
わ
れ
分
類
さ
れ
て
い
る
。
抵
触
規
範
の
競
合

問
題
を
性
質
決
定
問
題
の
一
場
面
と
考
え
る
国
友
助
教
授
の
基
本
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
は
若
干
の
疑
問
を
感
じ
る
。
何
故
な

ら
、
性
質
決
定
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
は
各
国
で
異
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
し
か
も
、

日
本
の
一
般
的
理
解
に
よ
れ
ば
、
特
に
フ
ラ

(28) 

ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
法
廷
地
の
実
質
法
を
性
質
決
定
の
基
準
と
す
る
立
場
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
実
質

法
上
の
扱
い
は
、
そ
う
し
た
理
解
を
前
提
と
す
れ
ば
、
各
国
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
学
説
の
上
に
も
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
当
然
に

予
測
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
各
国
の
対
応
を
特
に
実
質
法
上
の
扱
い
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
以
下

で
明
ら
か
に
し
て
行
き
た
い
。
国
友
助
教
授
は
、

B
o
u
r
e
一
説
に
つ
い
て
準
拠
法
指
定
並
立
説
の
―
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
位
置

B
e
 ur
e
一
の
理
論
に
つ
い
て
の
若
干
の
誤
解

に
よ
り
強
い
必
用
性
を
有
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

為
を
構
成
す
る
か
否
か
決
定
す
る
に
は
、
実
際
上
、
契
約
上
の
義
務
の
範
囲
を
あ
ら
か
じ
め
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
範
囲

に
お
い
て
、
不
法
行
為
の
性
質
決
定
は
法
廷
地
法
よ
り
も
準
拠
法
す
な
わ
ち
契
約
法
に
依
存
す
る
。

性
質
決
定
の
抵
触
に
お
け
る
通
常
の
規
則
か
ら
離
れ
た
こ
の
解
決
は
、
不
法
行
為
と
契
約
の
責
任
に
つ
い
て
の
二
つ
の
請
求
が
、

"' ＜ 

つ
か
の
外
国
の
法
制
度
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
競
合
の
原
則
に
従
っ
て
、
損
害
を
発
生
さ
せ
た
―
つ
の
同
じ
事
実
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
時

三

（
三
九
九
）
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関
法

(29) 

付
け
る
。
し
か
し
、
こ
の
分
類
に
は
、
以
上
に
お
い
て
訳
出
し
た
部
分
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
疑
問
が
あ
る
。
契
約
と
不
法
行
為
は
別
々

の
単
位
法
律
関
係
を
形
成
し
、
両
者
は
重
な
る
こ
と
が
な
い
と
す
る
の
が
B
o
u
r
e
l

の
学
説
の
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
実
質
法

の
基
本
姿
勢
に
合
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
準
拠
法
の
決
定
後
の
法
適
用
の
問
題
は
法
廷
地
法
と
は
無
関
係
な
も
の

の
点
に
関
し
、
本
稿
の
視
点
か
ら
は
B
o
u
r
e
l

の
理
論
は
、
性
質
決
定
に
お
け
る
送
致
範
囲
は
準
拠
実
質
法
の
概
念
に
従
う
と
す
る
立
場

で
あ
る
と
い
え
る
）
と
す
る
た
め
、
ま
ず
、
契
約
準
拠
法
所
属
国
の
契
約
法
秩
序
の
適
用
範
囲
が
先
に
決
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
秩
序
に
お
い
て
カ
バ
ー
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
の
み
不
法
行
為
準
拠
法
の
指
定
が
な
さ
れ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

彼
の
学
説
は
フ
ラ
ン
ス
の
実
質
法
に
お
け
る
「
契
約
法
秩
序
が
不
法
行
為
法
秩
序
に
対
し
て
優
先
す
る
」
と
い
う
立
場
を
色
濃
く
反
映
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
国
際
私
法
上
の
契
約
と
不
法
行
為
の
性
質
決
定
に
お
い
て
綿
密
に
反
映
し
た
理
論
で
あ
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

契
約
準
拠
法
を
ま
ず
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
受
け
持
ち
範
囲
の
確
定
を
契
約
準
拠
実
質
法
に
よ
り
定
ま
る
契
約
法
秩
序
の
範
囲
を

検
討
す
る
作
業
に
よ
っ
て
優
先
的
に
行
い
、
そ
の
こ
と
の
結
果
に
よ
り
不
法
行
為
の
問
題
で
あ
る
か
否
か
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

両
準
拠
法
が
重
ね
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
基
本
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。

B
o
u
r
e
l
は
、
契
約
を
優
先
し
そ
の
後
で
不
法
行
為
を
考

え
る
立
場
、

つ
ま
り
両
責
任
を
峻
別
す
る
立
場
を
国
際
私
法
に
お
い
て
も
堅
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
契
約
準
拠
法
秩
序
が
当
該
問
題
に
つ
い
て
請
求
権
競
合
を
承
認
す
る
と
い
う
例
外
的
な
場
合
に
は
、

B
o
u
r
e
l
の
理
論
に
よ
っ
て
も
、

重
ね
て
不
法
行
為
準
拠
法
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
）
従
っ
て
、

B
o
u
r
e
l
の
説
を
単
純
に
準
拠
法
指
定
並
立
説
（
同
一
の
事
実

B
o
u
r
e
t
は
こ
の
問
題
を
「
真
の
性
質
決
定
問
題
」
で
は
な
い
と
し
て
い
る
と
す
る

関
係
か
ら
生
じ
る
契
約
法
上
の
請
求
権
の
問
題
と
不
法
行
為
法
上
の
請
求
権
の
問
題
を
別
個
の
法
的
問
題
と
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
法

面）

性
決
定
す
る
と
い
う
構
成
ー
と
国
友
助
教
授
は
定
義
す
る
）
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
国
友
助
教
授
の
誤
解
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

奇

）

（

況

）

ま
た
、
浜
上
則
雄
教
授
も
国
友
助
教
授
も
、

（そ



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
回

(33) 

が
、
以
上
に
訳
出
し
た
よ
う
に
B
o
u
r
e
l
は
、
こ
の
問
題
を
明
確
に
「
性
質
決
定
の
問
題
」
で
あ
る
と
断
定
し
て
い
る
。
何
故
こ
の
よ
う

な
誤
解
が
生
ま
れ
た
か
に
つ
い
て
を
解
明
す
る
た
め
に
、
浜
上
教
授
が
引
用
さ
れ
て
い
る
B
o
u
r
e
l

の
前
掲
著
書
中
の
部
分
を
彼
の
理
論

ま
ず
、

B
o
u
r
e
l

の
こ
の
問
題
に
関
す
る
記
述
が
、
ど
う
い
っ
た
文
脈
で
な
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
著
書
の
中
で
契
約

（

刈

）

（

祁

）

外
債
務
に
つ
い
て
行
為
地
法
原
則

(
L
e
p
r
i
n
c
i
p
e
 d
e
 la Joi 
locale)

に
修
正
を
加
え
な
が
ら
適
用
し
て
い
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
こ
の
著
書
の
冒
頭
の
部
分
に
お
け
る
彼
の
著
述
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
国
際
私
法
に
お
け
る
契
約
外
債
務
の
現
在
の
法
制
度
に
お
い
て
、
二
つ
の
傾
向
が
支
配
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
行
為
地
法
主

義
に
忠
実
な
伝
統
的
な
学
説
に
対
し
て
、
不
法
行
為
地
ま
た
は
準
契
約
地
の
概
念
の
柔
軟
化
に
好
意
的
な
最
近
の
傾
向
が
対
立
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
意
見
の
対
立
は
、
わ
れ
わ
れ
の
視
座
を
指
示
す
る
。
も
し
、
伝
統
的
な
解
決
の
再
検
討
を
す
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
単
に
法
律
関
係
の
位
置
付
け
l
o
c
a
l
i
z
a
t
i
o
n

の
平
面
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
抵
触
規
範
と
し
て
の
、
属
地
性
の
原
則
p
r
i
n
c
i
p
l
e
d
e
 

(36) 

territorialite
の
放
棄
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
全
く
不
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
」

そ
し
て
、
彼
の
著
書
の
第
二
部
D
e
u
x
i
e
m
e
P
a
r
t
i
e

「
さ
ま
ざ
ま
な
発
生
原
因
の
契
約
外
債
務
に
対
す
る
行
為
地
法
の
適
用
」
の
T
i
t
r
e

I
,
 

C
h
a
p
t
r
e
 P
r
e
m
i
e
r
e

「
民
法
に
お
け
る
不
法
行
為
」
の
中
の
S
e
c
t
i
o
n

III
「
契
約
法
」
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
、
前
述
訳
出

の
部
分
で
あ
り
、
浜
上
教
授
が
引
用
し
て
い
る
部
分
も
こ
の
同
じ
S
e
c
t
i
o
n
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
そ
の
P
a
r
a
g
r
a
p
h
e
I
 

「
不
法
行
為
責
任
と
契
約
責
任
と
の
区
別
の
必
要
性
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
箇
所
で
あ
り
、
後
者
は
同
P
a
r
a
g
r
a
p
h
e
II

「
契
約
関
係

の
中
で
お
か
さ
れ
た
不
法
行
為
の
位
置
付
け
l
o
c
a
l
i
s
a
t
i
o
n
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

B
o
u
r
e
t
は
、
こ
の
著
書
に
お

い
て
一
貫
し
て
契
約
外
債
務
を
扱
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
後
者
の
冒
頭
部
分
で
は
っ
き
り
と
不
法
行
為
地
法
主
義
を
擁
護
し
て
い
る
。

の
流
れ
の
中
で
再
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

>
（四

0
1
)
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「
不
法
行
為
者
と
被
害
者
と
の
間
に
契
約
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
不
法
行
為
地
法
主
義
に
打
撃
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、

た
だ
、
不
法
行
為
の
位
置
付
け
の
特
殊
な
要
素
と
し
て
の
み
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
要
素
の
機
能
に
よ
っ
て
、
行
為

(37) 

地
法
の
原
則
の
権
限
の
意
味
と
範
囲
を
決
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
」
「
こ
う
し
た
契
約
関
係
の
中
で
お
か
さ
れ
た
不
法
行
為
の
行
為

地
法
loi
locale
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
厳
格
な
不
法
行
為
地
法
の
原
則
に
代
え
て
、
契
約
法
に
不
法
行
為
が
介
入
す
る
様
々
な

(38) 

状
況
に
応
じ
た
よ
り
柔
軟
な
解
決
が
、
確
か
に
、
好
ま
し
い
」
と
す
る
。

そ
し
て
、
請
求
権
競
合
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
な
お
浜
上
教
授
は
こ
の
部
分
を
中
心
に
B
o
u
r
e
l
説
を
紹
介
さ
れ

「
契
約
の
履
行
の
中
で
お
か
さ
れ
た
不
法
行
為
に
つ
い
て
の
こ
れ
ら
の
諸
原
則
の
適
用
は
、
責
任
の
競
合
又
は
非
競
合
に
関
し
て
幾
つ

か
の
困
難
を
生
じ
る
。
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
の
よ
う
な
幾
つ
か
の
国
で
は
、
契
約
不
履
行
の
被
害
者
は
不
法
行
為
責
任
規
範
と
契
約
責
任
規

範
を
競
合
し
て
援
用
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、

に
お
い
て
は
、
契
約
の
分
野
に
お
け
る
不
法
行
為
法
の
適
用
は
、
競
合
の
原
則
の
予
め
の
許
容
に
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
問
題
を
、
責
任
に
関
す
る
訴
訟
の
受
訴
可
能
性
に
つ
い
て
の
手
続
法
に
関
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
い
は
準
拠
法
決

定
に
必
要
な
性
質
決
定
の
問
題
と
見
て
、
法
廷
地
法
に
連
結
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

実
の
と
こ
ろ
は
、
競
合
問
題
の
規
則
は
形
式
の
規
則
r
e
g
l
e
d
e
 f
o
r
m
e
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
責
任
制
度
に
お
け
る
不
可
欠
な
一
部
分

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
他
方
、
真
の
性
質
決
定
の
問
題
を
生
じ
な
い
。
そ
れ
は
、
準
拠
法
決
定
に
つ
い
て
の
で
は
な
く
て
、
準

拠
法
の
適
用
に
つ
い
て
の
単
な
る
前
提
問
題
を
生
じ
る
に
す
ぎ
な
い
。
〔
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
〕
実
際
は
、
不
法
行
為
の
準
拠
法
が
そ
れ

自
身
の
適
用
の
条
件
を
決
定
す
る
の
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
不
法
行
為
準
拠
法
内
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
規
則
が
契
約
か
ら
生
じ
た
訴
訟
と

関
法

フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
他
の
国
々
で
は
そ
の
よ
う
な
競
合
を
禁
じ
る
。
抵
触
法
の
次
元



体
系
、

国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
回

(39) 

競
合
し
て
企
図
さ
れ
た
不
法
行
為
訴
訟
を
提
起
す
る
根
拠
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
を
明
確
に
す
る
の
で
あ
る
。
」

B
o
u
r
e
ーは、

フ
ラ
ン
ス
実
質
法
の
基
本
的
な
立
場
と
同
様
に
、
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
区
別
の
必
要
性
を
前
提
と
し
た
上
で
、

請
求
権
競
合
間
題
へ
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。
彼
は
、
多
く
の
学
説
を
検
討
し
た
後
、
こ
の
区
別
が
国
際
私
法
上
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
理

一
般
に
法
定
債
務
と
し
て
、
す
な
わ
ち
法
的
な
事
実
で
あ
る
不
法
行
為
や
準
契
約
に
起
源
を
持
つ
債
務
で
あ
る
と

定
義
さ
れ
、
立
法
者
は
、
当
事
者
が
現
実
に
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
こ
と
な
し
に
強
行
的
に
制
裁
を
与
え
る
。

こ
の
定
義
は
、
ご
く
自
然
に
、
国
際
私
法
の
平
面
に
お
い
て
、
そ
の
義
務
の
発
生
原
因
た
る
事
実
を
規
律
す
る
こ
と
の
権
限
を
も
つ
法

(40) 

つ
ま
り
行
為
地
法
の
適
用
を
要
求
す
る
。
こ
の
定
義
は
、
従
っ
て
、
契
約
外
債
務
の
連
結
の
自
律
性
と
統
一
性
を
強
調
す
る
。
」

以
上
の
よ
う
に
、

B
o
u
r
e
l
の
主
張
は
、
行
為
地
法
主
義
と
い
う
従
来
の
枠
組
み
を
維
持
し
な
が
ら
、
そ
の
中
に
お
い
て
位
置
付
け

localization
に
お
い
て
よ
り
き
め
細
か
な
要
素
を
考
慮
に
容
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
態
様
の
不
法
行
為
や
準
契
約
に
対
応
す

(41) 

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
彼
の
出
発
点
は
、
法
廷
地
に
お
け
る
性
質
決
定
の
問
題
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任

(42) 

の
峻
別
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
、
契
約
と
性
質
決
定
さ
れ
た
問
題
に
た
い
し
て
は
契
約
準
拠
法
の
み
の
探
求
が
行
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
し
て
、
こ
の
段
階
で
不
法
行
為
と
し
て
性
質
決
定
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
の
み
不
法
行
為
の
準
拠
法
の
探
求
が
、
不
法
行
為
地
法
原
則

に
従
っ
て
、
し
か
も
彼
に
よ
る
と
こ
ろ
の
多
様
な
要
素
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
柔
軟
に
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
請
求
権
の
競
合
は
、
契
約

準
拠
法
と
し
て
法
廷
地
の
国
際
私
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
実
質
法
秩
序
が
こ
の
競
合
の
原
則
を
当
該
事
実
関
係
に
お
い
て
予
め
許
容
し

て
お
り
、
そ
う
し
た
前
提
の
も
と
に
更
に
指
定
さ
れ
た
不
法
行
為
準
拠
法
秩
序
が
さ
ら
に
競
合
を
容
認
す
る
場
合
に
の
み
許
さ
れ
る
と
い

う
結
論
が
導
か
れ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
登
場
す
る
請
求
権
競
合
の
問
題
は
、
性
質
決
定
の
問
題
と
し
て
の
性
格
を
有
し
な

「
契
約
外
債
務
は
、

由
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

ニ
ニ
五

（四

0
1
―-）
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な
お
、
こ
の
議
論
の
前
提
と
し
て
は
、(44) 

を
再
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
更
に
、

（四

0
四）

い
。
そ
れ
は
準
拠
実
質
法
に
お
け
る
責
任
制
度
の
一
部
を
な
す
問
題
で
あ
り
、
彼
が
い
う
と
こ
ろ
の
、
「
準
拠
法
適
用
の
前
提
問
題
」
に

過
ぎ
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

B
o
u
r
e
l
の
学
説
の
私
見
に
よ
る
理
解
で
あ
る
。
浜
上
教
授
及
び
国
友
助
教
授
が
、

B
o
u
r
e
l
は
請
求

権
競
合
の
問
題
を
「
真
の
性
質
決
定
」
で
は
な
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
と
解
し
た
の
は
、

B
o
u
r
e
t
の
理
論
の
全
体
の
流
れ
を
十
分
に
把

(43) 

握
せ
ず
に
、
最
後
の
不
法
行
為
準
拠
法
適
用
の
段
階
に
お
け
る
彼
の
議
論
の
部
分
の
記
述
を
重
視
し
す
ぎ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
は
、
契
約
責
任
の
成
立
す
る
範
囲
が
は
っ
き
り
と
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
当
事
者
が
求
め
る
救
済
に
対
し
て
裁
判
官
が
か
な
り
大
き
な
裁

(45) 

量
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

国
友
助
教
授
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
乗
客
輸
送
に
つ
い
て
請
求
権
競
合
が
問
題
と
な
り
得
る
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
に
つ
い
て
述
べ
た

(46) 

B
o
u
r
e
l

の
判
例
評
釈
中
の
引
用
箇
所
に
お
け
る
彼
の
論
理
の
展
開
は
、
従
っ
て
、
や
や
複
雑
で
は
あ
る
が
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
よ
う
。

法
廷
地
法
た
る
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
り
あ
る
事
実
が
契
約
か
不
法
行
為
か
に
性
質
決
定
さ
れ
、
こ
の
段
階
で
は
競
合
は
有
り
得
な
い
。
し
か

し
、
契
約
規
範
が
優
先
さ
れ
る
た
め
に
不
法
行
為
の
適
用
範
囲
は
契
約
の
範
囲
を
明
確
に
限
定
し
た
後
に
し
か
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
こ

こ
で
B
o
u
r
e
l
は
、
契
約
の
準
拠
実
質
法
に
そ
の
範
囲
を
限
定
す
る
役
割
を
与
え
る
。
そ
し
て
、
契
約
の
準
拠
実
質
法
の
内
部
に
お
い
て

競
合
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
更
に
不
法
行
為
の
準
拠
法
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
当
事
者
が
選
択
を
で

き
る
か
否
か
は
、
こ
う
し
て
選
ば
れ
た
、
す
な
わ
ち
性
質
決
定
の
段
階
を
終
え
て
選
択
さ
れ
た
、
二
つ
の
準
拠
実
質
法
の
適
用
の
段
階
の

(47) 

問
題
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
つ
の
法
が
共
に
競
合
を
肯
定
し
な
け
れ
ば
、
当
事
者
は
選
択
を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

B
o
u
r
e
l

の
論
理
は
か
な
り
入
り
組
ん
で
お
り
、
単
に
契
約
・
不
法
行
為
双
方
の
準
拠
法
を
自
動
的
に
選
択
し
て
、
そ
の
双
方
が
競
合
を

認
め
る
時
に
競
合
を
認
め
る
立
場
と
す
る
の
は
、
か
な
り
不
正
確
で
あ
る
。
彼
は
、
あ
く
ま
で
法
廷
地
法
に
よ
る
性
質
決
定
の
前
提
と
し

関
法

一
三
六



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
同

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
お
い
て
は
、
か
な
り
特
殊
な
環
境
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
近
、
大

陸
法
系
の
研
究
者
が
こ
の
か
な
り
特
殊
な
問
題
を
比
較
法
的
に
分
析
し
た
貴
重
な
研
究
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ル
ー
バ
ン
大
学
の

H
e
r
b
o
t
教
授
に
よ
る
「
連
合
王
国
に
お
け
る
民
事
責
任
と
契
約
法
と
の
間
の
流
動
的
な
関
係

(48) 

d
e
 la 
r
e
s
p
o
n
s
a
b
i
l
i
t
e
 civile 
et le 
d
r
o
i
t
 d
e
s
 c
o
n
t
r
a
t
s
 a
u
 R
o
y
a
u
m
e
 ,
 
U
n
i」

t
J
士
の
ス
y
o
Z
5
T
t
J
I
i
、
}
)
の
辛
嘩
ヤ
人
た
d

、王

e
Lて
4
参
昭
や
し
か
5

が
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
実
質
法
に
お
け
る
請
求
権
競
合
の
問
題
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
契
約
法
は
、
侵
害
訴
訟
t
r
e
s
p
a
s
s
と
い
う
訴
訟
形
式
か
ら
出
発
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、

第
一
項
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
実
質
法
に
お
け
る
特
殊
事
情
に
つ
い
て

て
契
約
優
先
の
フ
ラ
ン
ス
実
質
法
の
立
場
を
国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
に
お
い
て
も
基
本
的
に
維
持
し
、
そ
の
結
果
、
不
法
行
為
法

の
範
囲
の
決
定
を
契
約
の
準
拠
実
質
法
に
委
ね
、
そ
れ
が
そ
の
実
質
法
に
よ
り
、
不
法
行
為
の
問
題
と
さ
れ
る
か
、
契
約
の
問
題
で
は
あ

る
が
不
法
行
為
と
の
競
合
を
承
認
す
る
場
合
に
の
み
、
改
め
て
不
法
行
為
準
拠
法
が
指
定
さ
れ
る
と
い
う
構
造
を
と
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

で
維
持
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
交
錯
し
た
議
論
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
実
際
上
、

際
私
法
に
お
け
る
契
約
法
の
範
囲
は
実
質
法
の
影
響
に
よ
り
か
な
り
限
定
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
に
お
い
て
契
約
と
性
質

決
定
さ
れ
た
な
ら
ば
、
外
国
法
た
る
契
約
準
拠
実
質
法
が
そ
の
問
題
を
自
己
の
契
約
法
の
範
囲
外
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え

ら
れ
な
い
し
、
請
求
権
競
合
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
る
こ
と
も
そ
れ
程
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
三
節

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
お
け
る
理
論
状
況

フ
ラ
ン
ス
実
質
法
に
お
い
て
確
立
し
て
い
る
契
約
責
任
の
不
法
行
為
責
任
に
対
す
る
優
先
性
を
忠
実
に
国
際
私
法
の
レ
ベ
ル

一
三
七

（四

0
五）

一
九
世
紀
に
な
っ
て

L
e
s
 r
e
l
a
t
i
o
n
s
 
m
o
u
v
e
m
e
n
t
e
e
s
 e
n
t
r
e
 

フ
ラ
ン
ス
国



あ
る
が
、

あ
ら
わ
す
。

第
四
四
巻
第
三
号

初
め
て
契
約
法
（
す
な
わ
ち
侵
害
訴
訟
の
場
合
訴
訟
t
r
e
s
p
a
s
s
o
n
 t
h
e
 c
a
s
e
と
し
て
の
引
き
受
け
訴
訟
a
c
t
i
o
n
o
f
 a
s
s
u
m
p
s
i
t
)

が
姿
を

G
i
l
m
o
r
e
は
、
彼
の
著
名
な
論
文
で
あ
る
「
契
約
法
の
死
T
h
e
D
e
a
t
h
 o
f
 C
o
n
t
r
a
c
t
」
の
中
で
、
「
起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と

(49) 

は
、
契
約
法
の
不
法
行
為
法
の
主
流
の
中
へ
の
再
吸
収
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
っ
た
が
、
学
説
の
理
解
は
分
か
れ
て
い

る。
F
u
r
m
s
t
o
n
は
、
両
責
任
の
区
別
が
む
し
ろ
は
っ
き
り
し
て
き
た
と
い
う
見
解
を
と
っ
て
お
り
、

H
e
r
b
o
t
s
自
身
も
こ
の
考
え
を
支
持

(50)

（

51) 

し
て
い
る
。

J
u
n
i
o
r
B
o
o
k
s
判
決
は
確
か
に
G
i
l
m
o
r
e
の
指
摘
す
る
方
向
を
向
い
て
い
た
が
、
一
九
八
二
年
以
来
、
判
例
は
契
約
・
不
法

(52) 

行
為
峻
別
に
固
執
し
て
い
る
と
彼
は
指
摘
す
る
。

J
u
n
i
o
r
B
o
o
k
s
判
決
は
例
外
的
な
ル
ー
ル
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
お
い
て
は
、

純
粋
に
経
済
的
な
損
失
は
不
法
行
為
の
場
合
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
。

現
在
、
判
例
に
よ
っ
て
請
求
権
競
合
が
認
め
ら
れ
て
い
る
国
は
、
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ギ
リ
シ
ャ
・
ケ
ベ
ッ
ク
等
で

フ
ラ
ン
ス
は
一
八
九

0
年
以
来
、
競
合
を
認
め
な
い
立
場
を
採
っ
て
い
る

(53) 

〈

f
a
u
t
e
〉
の
場
合
）
。
ベ
ル
ギ
ー
も
基
本
的
に
は
競
合
を
認
め
な
い
立
場
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
と
若
干
違
っ
て
、
過
失
f
a
u
t
e

(Si) 

と
損
害
の
ど
ち
ら
と
も
が
、
「
純
粋
に
契
約
上
の
も
の
」
で
は
な
い
と
き
に
例
外
を
認
め
る
。
し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、

(rrJJ) 

学
説
さ
え
請
求
権
競
合
に
関
し
て
十
分
な
議
論
を
し
て
お
ら
ず
、
更
に
は
そ
れ
を
表
現
す
る
正
確
な
英
語
の
用
語
さ
え
存
在
し
な
い
。
手

続
法
に
お
い
て
は
「
訴
訟
原
因
の
結
合
j
o
i
n
d
e
r
o
f
 c
a
u
s
e
s
 o
f
 a
c
t
i
o
n
」
と
呼
ば
れ
、
実
体
法
に
お
い
て
は
、
「
重
な
り
合
う
責
任
o
v
e
r
,
 

(56) 

l
a
p
p
i
n
g
 liabilities
」
「
複
雑
な
責
任
c
o
m
p
l
e
x
liabilities
」
「
競
合
す
る
責
任
c
o
n
c
u
r
r
e
n
t
liabilities
」
等
と
呼
ば
れ
る
。

「
歴
史
的
な
観
点
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
制
度
間
の
選
択
は
、

形
式
f
o
r
m
s
o
f
 a
c
t
i
o
n
が
姿
を
消
す
ま
で
は
、
不
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
そ
う
。
そ
れ
以
前
は
、
原
告
は
可
能
な
訴
訟
形

式
の
中
か
ら
他
を
犠
牲
に
し
て
、
唯
一
の
適
切
な
も
の
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
競
合
の
問
題
は
、
従
っ
て
、
考
え
る
余
地
が

関
法

一
八
五
二
年
に
制
定
法
に
よ
っ
て
訴
訟

一
三
八

（
た
だ
し
、
例
外
と
し
て
刑
法
違
反
と
な
る

（四

0
六）



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
回

(58) 

す
な
わ
ち
、
同
一
の
事
実
は
唯
一
の
訴
訟
し
か
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
関
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
判
例
は
変
遷
を
重
ね
、
競
合
・
非
競
合
ど
ち
ら
の
論
理
を
取
る
も
の
も
存
在
し
て
お
り
、

(59) 

し
た
姿
勢
は
み
ら
れ
な
い
。
「
判
例
は
、
こ
の
問
題
に
非
常
に
実
践
主
義
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
こ
と
が
体
系
化
の
全
て
の
可
能

(60) 

性
を
排
除
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
ま
た
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
不
法
行
為
責
任
を
拡
張
す
る
判
例
と
競
合
を
認
め

る
立
場
が
、
そ
し
て
反
対
に
不
法
行
為
責
任
の
拡
張
に
歯
止
め
を
か
け
る
立
場
と
非
競
合
の
立
場
が
そ
れ
ぞ
れ
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思

(61) 

わ
れ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
と
の
関
係
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
こ
れ
か
ら
も
ホ
ッ

ト
な
問
題
で
あ
り
続
け
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
請
求
権
競
合
に
た
い
す
る
判
例
の
不
安
定
な
対
応
は
、
国
際
私
法
に

し
か
し
、
こ
の
H
e
r
b
o
t
s
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
国
際
私
法
と
の
関
係
で
注
意
を
要
す
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で
な
さ
れ

て
い
る
議
論
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
実
質
法
に
お
け
る
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
の
重
な
り
方
の
度
合
い
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
競
合
を
容
認
す
る
立
場
と
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
両
責
任
が
重
な
っ
て
発
生
す
る
場
合
が
多
く
な
る
こ
と
を

む
し
ろ
好
意
的
に
考
え
る
立
場
で
あ
り
、
非
競
合
の
立
場
と
は
両
者
の
重
な
り
を
で
き
る
だ
け
な
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
実
的
に
は
非
競
合
の
立
場
で
も
両
責
任
が
完
全
に
重
な
る
こ
と
は
な
い
と
ま
で
断
定
す
る
の
で
は
な
く
、

重
な
る
範
囲
で
は
原
告
は
そ
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

し
て
い
る
の
は
、
契
約
・
不
法
行
為
の
両
責
任
の
範
囲
の
関
係
に
つ
い
て
の
ど
ち
ら
か
の
方
向
を
、
明
確
に
採
用
し
よ
う
と
す
る
は
っ
き

り
と
し
た
動
き
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
判
例
に
は
見
い
だ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
に
留
ま
る
。
従
っ
て
、

I
E
C
L
に
お
け
る
W
e
i
r

の
次
の
指

四
お
い
て
も
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

(57) 

な
か
っ
た
。
」

つ
ま
り
、

H
e
r
b
o
t
s
が
こ
こ
で
結
論
と

ニ――九

（四

0
七）

一
貫



り
で
あ
る
。

w
r
o
n
g
)
 

第
四
四
巻
第
三
号

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
際
私
法
上
の
問
題

（四

0
八）

「
競
合
の
問
題
を
し
ば
し
ば
引
き
起
こ
す
、
契
約
上
の
請
求
と
不
法
行
為
上
の
請
求
の
場
面
と
の
間
に
は
か
な
り
の
違
い
が
存
在
す
る
。

こ
の
論
点
に
つ
い
て
の
学
説
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
及
び
コ
モ
ン
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
判
例
の
結

論
は
、
不
法
行
為
と
も
な
り
う
る
契
約
違
反
の
被
害
者
で
あ
る
原
告
は
、
不
法
行
為
及
び
契
約
の
ど
ち
ら
か
に
属
す
る
付
随
的
な
利
益
を

(62) 

享
受
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

命）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
際
私
法
に
お
い
て
、
不
法
行
為
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
P
h
i
l
l
i
p
sv• 

E
y
r
e
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
ダ
プ
ル
ア
ク

シ
ョ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
ル
ー
ル
が
、
長
く
支
配
力
を
保
っ
て
い
る
。

D
i
c
e
y
a
n
d
 M
o
r
r
i
s

の
一
―
版
の
R
u
l
e
2
0
4

に
よ
れ
ば
、
次
の
通

「
外
国
で
な
さ
れ
た
行
為
が
不
法
行
為
（
す
な
わ
ち
そ
れ
に
対
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
訴
訟
を
提
起
で
き
る
よ
う
な
非
行

で
あ
る
か
否
か
は
、
そ
の
行
為
が
な
さ
れ
た
国
の
法
（
行
為
地
法
）
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
（
法
廷
地
法
）
又
は
例
外
的
な
状

(64) 

況
に
お
い
て
は
そ
の
出
来
事
及
び
当
事
者
と
最
も
重
要
な
関
連
を
有
す
る
国
の
法
と
の
、
累
積
的
な
効
果
に
よ
る
。
」

し
か
し
、
こ
の
ル
ー
ル
に
対
す
る
見
直
し
が
法
律
委
員
会
T
h
e
L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
に
お
い
て
進
め
ら
れ
、
法
廷
地
法
に
よ
る
訴
訟
の

可
能
性
の
要
件
が
は
ず
さ
れ
べ
き
で
あ
る
と
の

(65) 

提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
。

(66) 

ま
た
、
従
来
か
ら
抵
触
規
範
の
競
合
に
関
連
し
て
は
、
「
不
法
行
為
訴
訟
に
た
い
す
る
契
約
上
の
抗
弁
」
が
か
な
り
の
重
点
を
お
い
て

論
議
さ
れ
て
来
て
い
る
。
さ
ら
に
、
後
述
す
る
よ
う
に

E
C
契
約
準
拠
法
条
約
と
の
関
連
で
、
抵
触
規
範
の
競
合
の
問
題
が
か
な
り
詳
し

第
二
項

摘
は
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

関
法

（
つ
ま
り
伝
統
的
な
P
h
i
l
l
i
p
sv• 

E
y
r
e

の
ル
ー
ル
が
捨
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
）

一
四
〇



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
四

く、

D
i
c
e
y
a
n
d
 M
o
r
r
i
s
の
最
新
版
(
-
九
九
―
―
-
）

で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

一
四

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
際
私
法
の
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
立
場
は
か
な
り
流
動
的
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
請
求
権
競
合
に
関
連
す
る
性
質
決
定
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、

K
a
h
n
-
F
r
e
u
n
d
の
重
要
な

業
績
が
存
在
す
る
。
以
下
に
お
い
て
、
非
常
に
詳
細
な
彼
の
議
論
を
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
三
項ま

ず
、

K
a
h
n
'
F
r
e
u
n
d
は
、
損
害
賠
償
請
求
が
不
法
行
為
、
契
約
の
何
れ
に
基
づ
く
も
の
か
は
性
質
決
定
の
問
題
で
あ
り
、
裁

(67) 

判
所
が
自
国
の
法
に
従
っ
て
決
定
す
る
と
す
る
。
従
っ
て
、
契
約
違
反
で
あ
る
と
性
質
決
定
さ
れ
れ
ば
、
不
履
行
地
が
ど
こ
で
あ
る
か
は

(68) 

準
拠
法
の
決
定
に
つ
い
て
無
関
係
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

彼
は
、

(69) 

ス
イ
ス
の
判
例
を
基
礎
に
し
て
二
つ
の
例
を
設
定
し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
理
論
的
対
応
を
分
析
す
る
。

〔
第
一
の
例
〕

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
起
き
た
バ
ス
の
事
故
。
フ
ラ
ン
ス
会
社
の
バ
ス
が
、
カ
レ
ー
か
ら
日
帰
り
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
小
旅
行
に
来
て
い
た
。

全
て
の
乗
客
と
運
転
手
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
り
、
バ
ス
会
社
も
フ
ラ
ン
ス
会
社
で
あ
り
、
更
に
乗
客
と
バ
ス
会
社
と
の
契
約
の
準
拠
法
は

フ
ラ
ン
ス
法
で
あ
っ
た
。
二
人
の
乗
客
が
負
傷
し
一
人
の
乗
客
が
死
亡
し
た
。
全
て
の
証
人
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
い
る
の
で
、
負
傷
し
た

乗
客
と
寡
婦
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
バ
ス
会
社
と
運
転
手
を
訴
え
、
誰
も
管
轄
に
つ
い
て
争
わ
な
か
っ
た
。

〔
第
二
の
例
〕

ド
ー
バ
ー
か
ら
出
発
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
観
光
バ
ス
が
、

フ
ラ
ン
ス
で
事
故
を
お
こ
し
、
そ
の
他
の
事
実
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
フ
ラ

ン
ス
と
の
関
連
に
お
い
て
第
一
の
例
と
対
照
を
な
す
も
の
と
す
る
。

性
質
決
定
の
競
合
に
関
す
る
K
a
h
n
,
 
F
r
e
u
n
d
の
見
解

（四

0
九）



の
法
的
な
内
容
を
決
定
す
る
の
か
？

さ
れ
た
役
割
で
あ
る
の
か
？

為
法
に
お
い
て
は
、 第
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こ
の
二
つ
の
例
を
基
礎
に
、

K
a
h
n
-
F
r
e
u
n
d
は
、
次
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
す
る
。

（四一

0
)

誰
が
事
件

J

れ
は
手
続
の
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
。
し
か

「
第
一
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
乗
客
と
寡
婦
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
金
銭
的
損
害
賠
償
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
不
法
行

関
法

（
寡
婦
の
場
合
は

F
a
t
a
l
A
c
c
i
d
e
n
t
 A
c
t
で
あ
る
が
）

え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
は
、

フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
っ
た
場
合
よ
り
、
有
利
で
あ
り
得
る
と
伝

フ
ラ
ン
ス
法
と
違
っ
て
、
彼
等
の
精
神
的
苦
痛
に
対
し
て
は
何
も
与
え
な
い
。
更
に
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
法
は
過
失
の
証
明
責
任
を
被
害
者
に
課
す
の
に
対
し
て
、

c
a
u
s
e
 e
t
r
a
n
g
e
r
e
〉
の
証
明
責
任
を
課
す
。
こ
の
こ
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
法
は
被
告
に
〈
force
m
a
j
e
u
r
e
,
 c
a
s
 fortuit, 
又
は

い
く
つ
か
の
問
題
を
生
じ
る
。
彼
ら
が
、

約
に
基
づ
い
て
訴
え
た
時
（
寡
婦
に
と
っ
て
stipulation
p
o
u
r
 a
u
t
r
u
i
と
し
て
援
用
で
き
る
）
、
裁
判
所
は
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
不
法
行
為
法
に
よ
る
損
害
賠
償
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？

フ
ラ
ン
ス
会
社
を
フ
ラ
ン
ス
の
契

し
、
手
続
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
抵
触
法
の
問
題
に
つ
い
て
の
解
答
は
簡
単
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
全
く
法
廷
地
法
の
問
題
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
基
本
的
な
問
題
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
誰
が
性
質
決
定
の
責
任
と
権
限
を
有
す
る
か
と
い
う
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
事
実

を
提
出
す
る
の
が
当
事
者
の
唯
一
の
役
割
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
請
求
を
生
じ
る
か
否
か
を
見
分
け
る
た
め
に
分
類
す
る
の
が
裁
判
所
に
残

そ
れ
と
も
、
当
事
者
が
彼
が
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
法
律
上
の
請
求
を
選
択
で
き
る
の
か
？

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
で
は
、
そ
れ
は
当
事
者
で
あ
り
裁
判
所
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

(70) 

全
て
の
法
系
に
当
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
が
。
〔
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
〕
」

つ
ま
り
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
お
い
て
は
、
性
質
決
定
を
行
う
権
利
は
、
当
事
者
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
わ
れ
わ

れ
の
国
際
私
法
観
か
ら
す
れ
ば
、
か
な
り
奇
異
な
扱
い
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

K
a
h
n
-
F
r
e
u
n
d
は
、
続
い
て
請
求
権
競
合
の
問
題
に
関
し
て
議
論
を
進
め
る
。

一四



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
回

「
し
か
し
、
次
の
問
題
を
考
え
て
見
よ
う
。
両
当
事
者
が
会
社
を
フ
ラ
ン
ス
の
契
約
に
よ
っ
て
訴
え
た
と
し
た
ら
、
彼
ら
は
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
法
に
よ
れ
ば
、
会
社
は
運
転
者
の
過
失
に
た
い
す
る
責
任
に
代
位
し
て
不
法
行
為
責
任
を
負
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
に
基
づ

不
法
行
為
の

ど
ち
ら
の
法
が
、
こ
の
問
題
に
回
答
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
？

『
競
合

c
u
m
u
l
』
ま
た
は
『
非
競
合

n
o
n
c
u
m
u
l
』
の
問
題
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
代
表
的
な
体
系
書
に
お
い
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
実
際
上
は
選
択
権
の
問
題
で
あ
る
。
不
法
行
為
責
任
と
契
約
責
任
は
互
い
に
排
他
的
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
運

送
人
や
雇
用
者
等
の
契
約
の
他
方
当
事
者
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
事
故
の
被
害
者
は
、
二
種
類
の
救
済
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る

〔
準
拠
〕
法
が
、
契
約
（
ど
こ
の
法
シ
ス
テ
ム
の
下
に
お
か
れ
る
契
約
で
あ
ろ
う
と
）
上
の
請
求
の
可
能
性
が
不
法
行
為
請

求
を
排
除
す
る
か
否
か
を
決
定
し
、
そ
し
て
契
約
の
準
拠
法
が
、
不
法
行
為
上
の
請
求
が
契
約
に
お
け
る
請
求
を
排
除
す
る
か
否
か
を
決

定
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
が
不
法
行
為
準
拠
法
と
な
り
、
そ
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
不
法
行
為

法
は
、
被
害
者
は
不
法
行
為
、
契
約
の
救
済
の
中
か
ら
選
択
で
き
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
傷
害
を
う
け
た
乗
客
は
、
も
し
彼
が
そ
う

望
め
ば
、

フ
ラ
ン
ス
の
契
約
に
拘
ら
ず
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
不
法
行
為
法
に
よ
り
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
は
、
更
に
フ
ラ
ン
ス
の

契
約
に
よ
っ
て
訴
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
何
故
な
ら
、
両
方
の
法
に
お
い
て
、

も
の
で
あ
っ
て
、
他
方
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）

の
法
に
よ
れ
ば
契
約
的
で
も
不
法
行
為
的
で
も
有
り
得
る
場
合
、
そ
の
請
求
を
排
除
す
る
も

の
は
ど
ち
ら
の
法
に
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
訴
訟
が
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
て
も
、
結
果
は
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
不
法
行
為
法

は
非
競
合
の
規
則
に
基
礎
を
お
い
て
お
り
、
従
っ
て
、
契
約
上
の
請
求
が
存
在
す
る
場
合
に
不
法
行
為
上
の
請
求
を
排
除
さ
れ
る
が
、
そ

れ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
が
準
拠
法
と
な
る
不
法
行
為
に
は
適
用
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
フ
ラ
ン
ス
の

の
で
あ
ろ
う
か
？
ど
ち
ら
の
法
が
、

一
方
（
フ
ラ
ン
ス
）
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の
法
に
よ
れ
ば
排
他
的
に
契
約
上
の

で
き
る
で
き
な
い
を
決
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
私
は
、
こ
れ
は
実
質
法
の
問
題
で
あ
る
と
思
う
。

に
お
い
て

く
判
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？

J

れ
は
フ
ラ
ン
ス
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裁
判
所
が
不
法
行
為
の
抵
触
法
に
つ
い
て
新
し
い
原
則
に
立
ち
こ
の
不
法
行
為
に
は
フ
ラ
ン
ス
法
が
準
拠
法
と
な
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
負

傷
し
た
被
害
者
か
ら
の
請
求
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
契
約
に
よ
っ
て
の
み
提
起
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
寡
婦
は
、
、
事

故
で
死
亡
し
た
乗
客
の
被
扶
養
者
の
利
益
の
た
め
に
非
競
合
の
原
則
の
例
外
を
形
成
し
た
破
棄
院
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
選
択
権
を
有
す
る

(71) 

と
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
方
が
、
よ
り
合
理
的
な
解
決
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
理
由
は
あ
る
。
」

こ
こ
に
お
い
て
、
K
a
h
n
,
 Fr
e
u
n
d
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
上
請
求
権
の
競
合
は
当
然
に
認
め
ら
れ
る
と
の
見
解
を
採
っ
て
お
り
、
H
e
r
b
o
t
s

の
見
解
と
若
干
異
な
る
。
こ
れ
は
、

H
e
r
b
o
t
s
が
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
と
は
そ
も
そ
も
重
複
す
る
こ
と
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
実

質
法
的
な
分
析
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
の
範
囲
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

K
a
h
n
-
F
r
e
u
n
d
 

は
、
両
者
が
実
質
法
上
成
立
す
る
場
合
に
お
け
る
当
事
者
の
請
求
の
選
択
に
関
し
て
の
分
析
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
私
の
二
番
目
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
バ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
で
事
故
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
が
、
負
傷
し
た
乗
客
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
契
約
に
よ
っ
て
の
み
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
ン
ス
不
法
行
為
法

は
（
も
し
フ
ラ
ン
ス
法
が
不
法
行
為
準
拠
法
で
あ
る
と
す
れ
ば
）
当
事
者
が
契
約
上
の
訴
え
が
で
き
る
場
合
に
不
法
行
為
請
求
を
排
除
す

る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
が
不
法
行
為
準
拠
法
で
あ
る
と
さ
れ
れ
ば

は
、
よ
り
よ
い
見
解
で
あ
る
と
私
が
思
う
こ
と
に
つ
い
て
前
述
し
た
が
）
、
原
告
の
選
択
に
よ
り
、

(72) 

判
所
に
お
い
て
ど
ち
ら
の
請
求
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
」

（
四
―
二
）

フ
ラ
ン
ス
又
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁

こ
の
部
分
に
お
い
て
は
、
実
質
法
上
の
議
論
と
国
際
私
法
上
の
議
論
と
の
明
確
な
区
別
の
視
点
が
存
在
し
て
い
な
い
が
、

K
a
h
n
 ,
 
F
r
e
u
n
d
が
こ
の
問
題
を
前
述
の
よ
う
に
手
続
の
問
題
と
し
て
捉
え
た
こ
と
の
帰
結
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は

「
第
三
の
問
題
は
、
原
告
が
契
約
上
の
要
素
と
不
法
行
為
法
上
の
要
素
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
両
シ
ス
テ
ム
の
彼
又
は
彼
女
に
最
も
有

関
法

（
こ
れ
は
乗
客
ー
運
送
人
間
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て

一
四
四



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
回

に
依
存
し
て
い
る
議
論
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

主
が
、
海
陸
空
の
運
送
人
に
対
す
る
場
合
に
も
可
能
で
あ
る
。
」

利
な
も
の
を
、
例
え
ば
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
よ
り
経
済
的
損
害
を
請
求
し
フ
ラ
ン
ス
法
に
よ
っ
て
精
神
的
損
害
d
o
m
m
a
g
e
m
o
r
a
l
を
請

求
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
利
用
で
き
る
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
確
か
に
そ
の
ケ
ー
ス
に
関
連
す
る
全
て
の
シ
ス
テ
ム
が
そ

れ
を
認
め
る
時
に
の
み
可
能
で
あ
る
が
、
関
連
す
る
シ
ス
テ
ム
は
法
廷
地
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
実
際

上
、
同
じ
結
果
を
導
く
ど
の
法
が
適
用
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
」

こ
の
部
分
は
、

一
四
五

日
本
民
法
の
学
説
が
い
う
と
こ
ろ
の
『
規
範
統
合
』
に
対
応
す
る
論
理
の
展
開
で
あ
る
が
、
前
述
の
立
場
を
前
提
と
す

れ
ば
こ
う
し
た
結
論
に
至
る
の
が
自
然
な
流
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
こ
う
し
た
高
度
に
抽
象
的
で
理
論
的
な
言
説
は
、
契
約
に
関
す
る
抵
触
法
の
柔
軟
な
原
則
に
よ
る
こ
と
が
不
法
行
為
の
法
に
お
け
る

『
機
械
的
な
』
判
例
を
克
服
す
る
こ
と
へ
の
助
け
と
な
り
得
る
か
否
か
と
い
う
問
題
の
実
践
的
な
重
要
性
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
コ

モ
ン
ロ
ー
諸
国
の
経
験
は
、
あ
る
程
度
ま
で
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

コ
モ
ン
ロ
ー
に
お
い
て
『
非
競
合
の

規
則
』
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
契
約
を
締
結
し
た
乗
客
は
、
彼
が
好
む
と
こ
ろ
に
よ
り
契
約

に
よ
っ
て
も
不
法
行
為
に
よ
っ
て
も
、
負
傷
に
よ
る
損
害
賠
償
を
得
る
た
め
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
工
場
で
の
事
故
に
よ

り
け
が
を
し
た
労
働
者
に
も
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
（
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
論
じ
な
い
け
れ
ど
も
）
積
み
荷
や
委
託
貨
物
の
持
ち

こ
こ
に
お
い
て
、
抵
触
法
上
の
不
法
行
為
準
拠
法
の
決
定
に
関
す
る
不
法
行
為
地
方
主
義
の
硬
直
性
の
緩
和
の
た
め
に
、
抵
触
法
上
の

請
求
の
競
合
の
容
認
が
役
立
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
当
事
者
に
請
求
の
性
格
の
決
定
す
な
わ
ち
性
質

決
定
を
行
う
選
択
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
抵
触
法
上
―
つ
の
事
件
が
二
つ
の
性
質
決
定
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
の
許
容
と

（
四
ニ
―
-
）
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以
上
の
よ
う
に
K
a
h
n
'
F
r
e
u
n
d
の
理
論
は
、
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
当
事
者
が
性
質
決
定
の
選
択
権
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
見
地
か
ら
は
当
事
者
の
予
測
が
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
と
な
る
の
で
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
実
質
法
上
の
契
約
責
任
・
不
法
行
為
責
任
間
の
扱
い
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
抵
触
法
上
の
こ
の
問
題
の
扱
い
を
大
き
く
変
え

る
こ
と
は
、
こ
の
点
か
ら
極
め
て
難
し
く
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
通
常
の
当
事
者
は
、
渉
外
的
な
事
件
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
実

質
法
に
お
け
る
請
求
の
扱
い
を
基
礎
と
し
て
訴
え
の
起
こ
し
方
を
考
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
性
質
決
定
の
問
題
に

関
し
、
国
際
私
法
の
独
自
性
に
つ
い
て
の
明
確
な
認
識
を
鈍
ら
る
―
つ
の
要
因
と
な
る
こ
と
は
、
十
分
に
推
察
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、

K
a
h
n
-
F
r
e
u
n
d
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
お
い
て
は
「
非
競
合
」
の
原
則
は
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

と
不
法
行
為
の
二
つ
の
準
拠
法
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
後
の
処
理
と
し
て
は
両
方
の
準
拠
法
に
つ
い
て
『
送
致
範
囲
』
と
い

う
も
の
が
漠
然
と
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
競
合
』
を
承
認
す
る
場
合
に
の
み
、
当
事
者
は
、
ど
ち
ら
か
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
議

論
の
延
長
線
上
に
お
い
て
、
規
範
統
合
の
問
題
は
、
両
準
拠
法
上
そ
う
し
た
処
理
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
と
の
結

思
う
に
、

K
a
h
n
-
F
r
e
u
n
d
の
議
論
に
は
、
性
質
決
定
の
二
重
性
を
認
め
た
こ
と
に
よ
る
議
論
の
混
乱
と
複
雑
化
が
見
ら
れ
る
。

端
的
に
い
え
ば
、
こ
う
し
た
錯
綜
は
抵
触
法
上
の
問
題
と
実
質
法
上
の
問
題
と
の
区
別
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
た
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
に
お
い
て
性
質
決
定
に
つ
い
て
の
イ
ニ
シ
ア
チ
プ
が
当
事
者

に
あ
る
と
断
定
し
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
こ
と
か
ら
の
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
。

（
四
一
四
）

一
応
、
契
約

つ
ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
準
拠
法
が
他
の
責
任
と
の

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
性
質
決
定
は
裁
判
所
が
職
権
で
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
複
雑
な
議
論
を
す

五
論
が
さ
ら
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。

四
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国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
図

た
上
で
、
そ
の
契
約
準
拠
法
の
適
用
の
問
題
と
し
て
競
合
を
考
え
る
立
場
だ
か
ら
で
あ
る
。

T
h
e
 L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 (
W
o
r
k
i
n
g
 P
a
p
e
r
 1
9
8
4

と
R
e
p
o
r
t
1
9
9
0
)

の
立
場

法
行
為
と
契
約
違
反
の
両
方
に
当
た
る
場
合
、
と
閲
不
法
行
為
請
求
に
対
す
る
契
約
上
の
抗
弁
、

(75) 
摘
し
た
後
、
本
稿
と
特
に
関
連
の
強
い
前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

一
四
七

る
必
要
性
は
存
在
し
な
い
と
い
え
る
。
な
お
、

K
a
h
n,
 Fr
e
u
n
d
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
折
茂
教
授
に
よ
る
か
な
り
詳
し
い
紹
介

(73) 

が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
折
茂
教
授
が
K
a
h
n
-
F
r
e
u
n
d
と
B
o
u
r
e
ー
が
請
求
権
競
合
問
題
の
扱
い
に
つ
い
て
同
趣
旨
で
あ
る
と
す
る

(74) 

こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

B
o
u
r
e
l
は
フ
ラ
ン
ス
国
際
私
法
の
問
題
と
し
て
契
約
責
任
を
優
先
し
た
性
質
決
定
を
行
っ

一
九
八
四
年
の
法
律
委
員
会
T
h
e
L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
の
「
国
際
私
法
—
不
法
行
為
に
お
け
る
法
選
択
」
と
題
さ
れ
た

W
o
r
k
i
n
g

P
a
p
e
r
 N
o
.
 8
7

は
、
連
合
王
国
法
の
現
状
を
著
述
す
る
部
分
に
お
い
て
、
不
法
行
為
と
契
約
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
そ
の
行
為
が
不

の
主
と
し
て
二
つ
の
問
題
が
あ
る
と
指

「
こ
こ
に
お
け
る
問
題
は
、
連
合
王
国
に
お
い
て
は
被
害
者
が
彼
の
請
求
を
契
約
か
不
法
行
為
か
に
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
否

か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
い
て
は
原
告
が
彼
の
請
求
の
構
成
の
し
か
た
を
選
択
で
き
、
被
告
は

選
択
の
余
地
な
く
原
告
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
構
成
に
お
い
て
防
御
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
不
法
行
為
地
が
フ
ラ
ン
ス

の
よ
う
に
契
約
上
の
請
求
の
存
在
が
不
法
行
為
に
お
け
る
請
求
を
起
こ
す
こ
と
を
排
除
す
る
よ
う
な
国
の
場
合
で
さ
え
も
通
用
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、

Phillip
v. 
E
y
r
e
の
第
二
の
要
件
は
不
法
行
為
地
法
に
お
い
て
そ
の
訴
訟
の
対
象
と
な
る
不
正
な
行
為
が

(76) 

民
事
責
任
が
生
じ
る
こ
と
の
み
を
要
求
し
て
お
り
、
そ
れ
は
契
約
責
任
で
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」

そ
し
て
、
こ
の
W
o
r
k
i
n
g
P
a
p
e
r
の
立
場
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

「
前
述
し
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
現
時
点
で
の
法
に
お
い
て
は
、
契
約
違
反
と
不
法
行
為
の
ど
ち
ら
に
も
あ
た
る
不
正
な
行
為
の
被

第
四
項

（
四
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五
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害
者
は
、
彼
の
請
求
を
契
約
と
不
法
行
為
の
双
方
あ
る
い
は
そ
の
何
れ
か
に
構
成
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ

の
こ
と
は
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
に
、
契
約
上
の
請
求
の
存
在
が
不
法
行
為
上
の
請
求
を
排
除
す
る
幾
つ
か
の
法
廷
地
に
は
当
て
は

ま
ら
な
い
。
現
時
点
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
又
は
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
訴
訟
に
お
い
て
は

問
題
を
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、

Phillip
v. 
E
y
r
e
の
ル
ー
ル
の
現
状
に
お
い
て
の
唯
一
の
『
外
国
的
な
f
o
r
e
i
g
n
』
要
件
は
、

訴
え
ら
れ
た
不
正
な
行
為
が
そ
の
行
為
地
に
お
い
て
民
事
責
任
を
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
契
約
責
任
で

(77) 

十
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」

「
わ
れ
わ
れ
の
改
正
さ
れ
た
法
選
択
規
則
に
お
い
て
、
連
合
王
国
に
お
け
る
原
告
は
彼
の
請
求
を
不
法
行
為
又
は
契
約
に
関
す
る
も
の

と
し
て
構
成
す
る
選
択
権
を
有
す
る
が
、
前
者
を
選
択
し
不
法
行
為
に
関
す
る
請
求
と
し
て
構
成
し
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
法
が
準
拠
法
で

あ
る
と
判
明
し
た
と
す
る
。
裁
判
所
は
、
そ
れ
か
ら
、
不
法
行
為
に
よ
る
訴
訟
を
禁
じ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
規
範
を
適
用
す
る
か
否
か
を

決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
の
規
則
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ
れ
ば
、
原
告
の
請
求
は
構
成
さ
れ
た
ま
ま
で
は

(78) 

功
を
奏
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
彼
は
彼
の
請
求
を
契
約
上
の
も
の
と
し
て
再
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
現
象
は
実
際
上
は
一
っ
を
除
い
て
特
別
な
問
題
を
生
じ
な
い
と
い
う
暫
定
的
な
結
論
に
到
達
し
た
。
も
し
、
原

告
が
、
不
法
行
為
の
代
わ
り
に
契
約
に
よ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
契
約
の
準
拠
法
に
よ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
法
と
は
反
対
に
不
法

行
為
請
求
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
契
約
上
の
請
求
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
場
合
、
問
題
が
理
論
上
生
ず
る
。
実
際
に
こ
う
し

た
こ
と
が
起
こ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
り
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
そ
し
て
も
し
起
こ
り

う
る
と
し
た
ら
、
立
法
に
お
い
て
こ
の
可
能
性
に
対
応
す
べ
き
か
否
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
解
決
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

(79) 

コ
メ
ン
ト
を
懇
請
す
る
。
」

関
法

一
四
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国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
園

う
な
条
項
を
無
効
と
す
る
不
法
行
為
準
拠
法
の
自
由
を
保
護
す
る
。

s
u
i
t
i
n
g
 P
a
p
e
r

の

一
四
九

し
か
し
、
そ
の
後
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
の
法
律
委
員
会
T
h
e
L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
の
見
解
は
、

い
て
、
か
な
り
慎
重
な
態
度
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
性
質
決
定
の
競
合

(
C
o
n
c
u
r
r
e
n
t
C
l
a
s
s
i
f
i
c
a
t
i
o
n
)
 

の
言
及
は
避
け
ら
れ
、
「
不
法
行
為
請
求
に
対
す
る
契
約
上
の
抗
弁
」
と
の
題
目
の
下
に
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
て
い
る
に
留

「
こ
の
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
に
か
な
り
の
困
難
を
引
き
起
こ
し
た
。
熟
慮
の
末
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
問
題
は
立
法
に
お
い
て
明
示
す

べ
き
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
勧
め
る
。
政
策
的
な
問
題
に
つ
い
て
見
解
の
違
い
が
存
在
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
の
何
人
か
は
、

C
o
n
、

『
い
不
法
行
為
に
お
け
る
抗
弁
を
規
定
す
る
契
約
条
項
の
解
釈
と
有
効
性
は
、
法
廷
地
の
法
選
択
規
則
に
よ
り
定
ま

る
契
約
の
準
拠
法
に
よ
り
、
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

I
閲
準
拠
法
上
有
効
で
あ
る
そ
の
よ
う
な
条
項
の
、
不
法
行
為
請
求
に
対
す
る
抗

弁
と
し
て
の
効
力
は
、
不
法
行
為
の
準
拠
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
』
と
す
る
見
解
を
支
持
す
る
。
こ
の
見
解
の
支
持
者
は
、
不
法
行
為
請

求
に
対
す
る
契
約
上
の
抗
弁
に
関
し
て
の
現
在
の
法
が
不
明
確
で
不
満
足
な
も
の
で
あ
る
と
の
理
由
に
よ
り
、
適
切
な
条
項
を
立
法
に
含

め
る
か
も
し
れ
な
い
。
他
の
者
は
、
準
拠
法
上
有
効
な
契
約
上
の
抗
弁
の
効
果
に
は
、
不
法
行
為
準
拠
法
よ
り
も
む
し
ろ
契
約
準
拠
法
が

適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
採
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
契
約
の
自
由
を
強
調
す
る
が
、
他
方
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
の
よ

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
見
解
の
違
い
を
解
消
す
る
こ
と
は
不
要
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
不
法
行
為
上
の
請
求
と
契
約
上
の
抗
弁
と
の
関
係

は
、
明
ら
か
に
性
質
決
定
に
つ
い
て
の
困
難
な
問
題
を
提
起
す
る
。
こ
の
問
題
は
も
っ
ぱ
ら
契
約
上
の
も
の
で
あ
る
と
も
、
も
っ
ぱ
ら
不

法
行
為
上
の
も
の
で
あ
る
と
も
、
そ
れ
に
特
有
の
問
題
と
し
て
み
る
こ
と
も
、
契
約
と
不
法
行
為
の
法
選
択
規
則
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

役
割
を
果
た
す
問
題
と
し
て
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
性
質
決
定
の
問
題
は
そ
の
特
有
の
事
実
的
な
文
脈
と
同
時
に
政
策
的
な
判
断
に
大

ま
る
。

（
四
一
七
）

へ
の
直
接

一
九
九

0
年
の
報
告
書
に
お
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き
く
依
存
し
得
る
。
こ
の
問
題
に
関
連
し
て
立
法
を
行
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
実
際
上
の
問
題
と
な
る
範
囲
に
つ
い
て
の
、
そ
し
て
な
に
が

実
際
的
解
決
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
精
密
な
事
実
的
分
析
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
意
見
で
は
、
こ
の
よ
う
な
困
難
な
領
域

に
お
け
る
抽
象
的
な
抵
触
法
の
問
題
を
、
提
案
さ
れ
た
勧
告
に
従
っ
て
適
用
が
要
求
さ
れ
そ
う
な
諸
外
国
の
実
質
規
定
の
調
査
や
知
識
な

し
に
扱
う
こ
と
は
賢
明
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
見
に
よ
り
、
そ
し
て
こ
の
領
域
に
お
け
る
契
約
と
不
法
行
為
の
役

割
の
違
い
に
つ
い
て
の
意
見
の
不
一
致
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
立
法
的
介
入
を
勧
告
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
立
法
者
は
、
こ
の
問
題
を

(80) 

め
ぐ
る
主
と
し
て
理
論
的
な
議
論
よ
り
も
、
提
案
を
基
礎
づ
け
る
実
際
的
な
資
料
を
も
っ
と
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
不
法
行
為
と
契
約
と
の
性
質
決
定
に
関
す
る
問
題
は
、
す
で
に
判
例
及
び
学
説
に
お
い
て

(81) 

か
な
り
の
蓄
積
を
有
す
る
「
不
法
行
為
請
求
に
対
す
る
契
約
上
の
抗
弁
」
の
問
題
を
も
含
め
て
、
立
法
化
は
見
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
報
告
書
の
コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
他
に
、
よ
り
実
際
的
な
各
国
の
実
質

法
の
調
査
が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
特
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
実
質
法
と
の
緊
密
な
関
係
が
、

こ
う
し
た
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
を
明
確
に
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
八

0
年
契
約
準
拠
法
条
約
は
、
周
知
の
よ
う
に
当
初
は
契
約
外
債
務
を
も
そ
の
適
用
範
囲
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
の
起
草
過
程
に
お
い
て
範
囲
を
契
約
に
限
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
契
約
と
不
法
行
為
の
性
質
決
定
に
お
け
る
線

引
き
（
性
質
決
定
の
競
合
を
認
め
る
か
否
か
を
含
め
て
）

は
、
依
然
不
明
確
な
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

(82) 

D
i
c
e
y
 a
n
d
 M
o
r
r
i
s
の
第
十
二
版
(
-
九
九
三
年
）
が
か
な
り
詳
し
い
論
及
を
な
し
て
お
り
、
注
目
に
値
す
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
結

論
と
し
て
は
製
造
物
責
任
や
雇
用
契
約
に
関
す
る
事
件
の
性
質
決
定
に
つ
い
て
一
九
六
八
年
の
プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
の
解
釈
と
し
て
欧
州
裁

関
法

一
五
〇



第
四
節

た
い
。

国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
回

「
ロ
ー
マ
条
約
一
条
は
、
本
条
約
の
規
則
は
契
約
債
務
に
『
適
用
さ
れ
る
s
h
a
l
l
a
p
p
l
y
』
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
（
あ
ま
り
あ

り
そ
う
に
は
な
い
が
）
そ
れ
は
、
契
約
と
不
法
行
為
の
競
合
す
る
請
求
の
場
合
に
お
い
て
不
法
行
為
に
関
連
す
る
法
選
択
規
則
を
排
除
す

る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
現
実
的
な
重
要
性
を
持
つ
こ
と
は
な
さ

そ
う
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
現
在
、
不
法
行
為
の
法
選
択
規
則
は
被
告
に
非
常
に
有
利
に
傾
い
て
お
り
、
原
告
が
渉
外
的
な
要

素
を
持
つ
事
件
に
お
い
て
、
彼
の
請
求
を
不
法
行
為
に
よ
り
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
何
の
利
益
も
も
た
ら
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

プ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
(
-
九
六
八
年
）
と
ロ
ー
マ
条
約
(
-
九
八

0
年
）
に
お
け
る
性
質
決
定
を
全
く
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な

(84) 

い
が
、
欧
州
裁
判
所
の
対
応
は
ロ
ー
マ
条
約
の
解
釈
に
対
し
て
も
何
ら
か
の
影
響
を
持
ち
う
る
と
考
え
る
の
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
れ
は
法
適
用
の
統
一
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
法
選
択
規
則
の
適
用
に
お
け
る
契
約
と
不
法
行
為
の
扱
い
に
つ
い

て
も
、
新
た
な
局
面
を
展
開
さ
せ
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ー
マ
条
約
を
め
ぐ
り
、
す
で
に
そ
う
し
た
問
題
は
意

識
さ
れ
、
新
た
な
し
か
も
重
要
な
「
論
点
」
を
形
作
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し

ド
イ
ツ
の
理
論
状
況

(85) 

ド
イ
ツ
法
系
の
国
々
に
お
け
る
議
論
に
関
し
て
は
、
国
友
助
教
授
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
よ
る
紹
介
が
あ
る
の
で
、
そ
う
し
た

業
績
に
依
拠
し
つ
つ
、
私
見
か
ら
の
若
干
の
疑
問
点
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

一
五

(83) 

判
所
が
示
し
た
性
質
決
定
の
競
合
を
否
定
す
る
よ
う
に
解
さ
れ
る
判
断
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
結
局
、
次
の
よ
う
な
見
解
が
述
べ
ら
れ
る

（
四
一
九
）



の
よ
う
に
述
べ
る
。

権
の
競
合
を
認
め
て
い
る
。

第
一
項
ド
イ
ツ
実
質
法
に
お
け
る
請
求
権
競
合
問
題
の
特
殊
性

為
法
の
欠
陥
の
緩
和
の
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

第
四
四
巻
第
三
号

（
四
二

0
)

国
友
助
教
授
の
議
論
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
附
従
的
連
結
論
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
法
系
に
お
い
て
の
み
な
ぜ

こ
の
立
場
が
強
く
押
し
出
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
分
析
が
な
い
。
こ
こ
で
一
っ
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
お

け
る
契
約
責
任
の
不
法
行
為
責
任
と
の
重
な
り
の
大
き
さ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
不
法
行

ド
イ
ツ
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
の
一
般
規
定
で
あ
る

B
G
B
八
二
三
条
は
、

フ
ラ
ン
ス
不
法
行
為
法
の
一
般
規
定
で
あ
る
C
o
d
e

civil

一
三
八
二
条
と
比
べ
て
適
用
範
囲
は
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
従
来
か
ら
原
則
と
し
て
請
求

こ
う
し
た
請
求
権
競
合
に
よ
る
処
理
は
、
確
か
に
不
法
行
為
法
に
お
い
て
当
事
者
間
の
関
係
に
考
慮
し
た
よ
り
き
め
細
か
な
対
応
が
な

(86) 

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
目
立
っ
た
害
を
ド
イ
ツ
法
体
系
に
与
え
て
い
な
い
と
評
価
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
来
、
契
約

責
任
と
不
法
行
為
責
任
と
の
間
に
存
在
す
る
原
則
的
な
役
割
分
担
を
承
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
債
務
法
の
立
法
上
の
欠
陥
を
補
う

た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
入
り
組
ん
だ
複
雑
な
対
応
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
賢
明
な
方
法
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
立
法
的
対

応
に
よ
り
両
責
任
規
範
を
二
分
し
、
構
成
の
明
確
化
を
は
か
る
方
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

S
c
h
l
e
c
h
t
r
i
e
m

は
、
こ
の
点
に
つ
き
次

「
競
合
す
る
請
求
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
責
任
体
系
を
迂
回
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
そ
の
事
に
よ
り
他
の
体
系
に
対
し
て
事

実
上
の
優
位
を
得
る
こ
と
は
、
歓
迎
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
従
っ
て
全
く
問
題
視
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
地
位
を
奪

わ
れ
た
責
任
規
範
が
古
め
か
し
く
て
、
不
適
切
で
、
修
正
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
特
に
当
て
は
ま
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
契
約
法
上

関
法

一五



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
図

り
侵
害
さ
れ
た
全
て
の
利
益
を
不
法
行
為
請
求
に
つ
い
て

の
責
任
の
発
展
と
当
事
者
間
や
第
三
者
の
た
め
の
契
約
又
は
契
約
前
の
拘
束
力
の
存
在
の
寛
大
な
仮
定
は
、
あ
る
程
度
ま
で
は
、
伝
統
的

な
不
法
行
為
法
の
欠
陥
を
克
服
す
る
必
要
性
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
て
き
た
。
『
競
合
』
と
救
済
の
『
選
択
』
の
可
能
性
は
、
問
題

prob-

l
e
m
で
は
な
く
て
天
恵
b
l
e
s
s
i
n
g
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

―
つ
の
責
任
体
系
の
規
範
が
適
切
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
理
に
か

な
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
規
範
は
競
合
す
る
請
求
に
よ
っ
て
押
し
の
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
守
る
必
要
が
存
在
す

る
。
こ
れ
は
、
不
法
行
為
法
が
幅
広
い
寛
大
な
条
項
を
用
い
て
お
り
、
純
粋
に
経
済
的
な
利
益
ま
で
も
保
護
さ
れ
そ
し
て
契
約
違
反
に
よ

不
要
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
、

（
理
論
的
に
）
認
め
る
よ
う
な
場
合
に
は
特
に
そ
う
で
あ
る
。
契
約
違
反
の
た

め
の
特
別
な
責
任
規
範
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
前
提
条
件
と
制
限
は
、
当
事
者
が
い
つ
も
不
法
行
為
法
へ
と
転
じ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
、
当
事
者
間
に
契
約
関
係
が
存
在
す
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
常
に
不
法
行
為
法
の

適
用
を
排
除
し
て
し
ま
う
『
非
競
合
』
の
規
則
の
主
た
る
理
由
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
葛
藤
に
は
、
契
約
責
任
体
系
に
不
法
行
為
責
任

(87) 

体
系
に
対
し
て
の
優
先
を
与
え
る
判
例
法
に
よ
り
決
着
が
付
け
ら
れ
る
。
」

(88) 

そ
し
て
、
こ
う
し
た
方
向
で
、
現
在
ド
イ
ツ
債
務
法
の
改
正
が
進
行
中
で
あ
る
。

S
c
h
l
e
c
h
t
r
i
e
m

の
鑑
定
意
見
は
「
契
約
責
任
秩

序
と
不
法
行
為
責
任
秩
序
と
い
う
二
分
法
」
を
前
提
と
し
て
原
則
的
な
役
割
配
分
を
行
い
、
限
界
事
例
と
さ
れ
る
契
約
類
型
に
つ
い
て
も

い
ず
れ
の
責
任
秩
序
に
規
律
さ
れ
る
の
が
妥
当
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
従
来
よ
り
わ
が
国
で
も
議
論
の
的
と
な
っ
て
い
た
「
保
護
義

務
」
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
対
し
て
立
法
的
措
置
を
講
ず
る
こ
と
な
く
、
二
分
法
を
堅
持
し
、
「
従
来
保
護
義
務
違
反
と
い
う
構
成
で
完

(89) 

全
性
利
益
の
保
護
を
は
か
っ
て
い
た
場
面
を
不
法
行
為
責
任
秩
序
に
よ
っ
て
規
律
し
よ
う
と
す
る
」
姿
勢
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
保
護
義
務
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
最
大
の
原
因
で
あ
る
「
不
法
行
為
法
の
不
備
を
除
去
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
義

務
構
成
の
必
要
性
は
な
く
な
り
不
法
行
為
法
秩
序
に
よ
る
規
律
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

一
五
三
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第
四
四
巻
第
三
号

わ
が
国
の
民
法
学
は
、
北
川
善
太
郎
教
授
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
か
か
る
判
決
の
ス
タ
イ
ル
自
体
、
き
わ
め
て
ド
イ
ツ
的
な
『
学
者
的
判
決
』

(92) 

に
ド
イ
ツ
理
論
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
」

行
為
の
条
文
で
あ
る
七

0
九
条
を
有
し
て
お
り
、

性
質
決
定
の
競
合
に
つ
い
て
の
国
友
助
教
授
の
論
文
の
問
題
設
定
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

（
四
二
二
）

日
本
民
法
典
施
行
以
後
第
一
次
世
界
対
戦
後
の
一
九
二

0
年

頃
ま
で
ド
イ
ツ
法
学
の
圧
倒
的
流
入
に
よ
る
「
学
説
継
受
」
と
よ
ば
れ
る
現
象
の
た
め
、
本
来
の
日
本
民
法
典
に
多
く
の
非
ド
イ
ツ
的
要

素
が
多
く
存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
正
の
初
め
頃
ま
で
に
は
わ
が
民
法
学
自
体
は
ほ
と
ん
ど
ド
イ
ツ
民
法
学
と
等
質
で
あ
る

(90) 

と
ま
で
自
ら
を
評
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
債
権
法
の
分
野
に
と
く
に
こ
う
し
た
こ
と
を
示
す
典
型
的
な
ケ
ー
ス
が
多
く
指

(91) 

摘
さ
れ
て
お
り
、
請
求
権
競
合
に
関
す
る
大
審
院
判
決
に
つ
い
て
、
北
川
教
授
は
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

の
印
象
を
与
え
る
が
、
請
求
権
競
合
の
理
論
の
た
て
方

日
本
民
法
に
お
け
る
不
法
行
為
法
制
度
は
、
幅
広
い
適
用
範
囲
を
も
ち
救
済
さ
れ
る
べ
き
利
益
に
つ
い
て
も
制
限
の
少
な
い
一
般
不
法

(93) 

フ
ラ
ン
ス
法
型
の
立
法
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
民
法
学
上
の
対
応
と
し
て
は
ド
イ

ツ
の
よ
う
に
請
求
権
競
合
を
ど
う
し
て
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
必
然
性
は
有
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。

「
本
稿
に
お
い
て
検
討
す
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
損
害
賠
償
請
求
問
題
の
準
拠
法
を
い
か
に
し
て
決
定
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

一
般
的
法
義
務
へ
の
違
反
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
と
同
時
に
、
当
事
者
が
契
約
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
義

務
へ
の
違
反
で
あ
る
と
も
み
ら
れ
う
る
渉
外
的
事
実
関
係
に
も
と
づ
く
、
そ
の
当
事
者
間
の
損
害
賠
償
請
求
で
あ
る
。
例
え
ば
、
運
送
中

の
事
故
に
よ
っ
て
（
契
約
当
事
者
た
る
）
乗
客
が
負
傷
し
た
場
合
の
、
そ
の
乗
客
か
ら
運
送
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
な
ど
が
、
こ
こ

(94) 

で
と
り
あ
げ
る
事
例
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
」

第
二
項
わ
が
国
民
法
学
と
ド
イ
ツ
法
学
説
の
影
響
に
つ
い
て

関
法

一
五
四
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一
五
五

従
っ
て
、
前
述
の
通
り
、
国
友
助
教
授
の
議
論
の
出
発
点
自
体
が
す
で
に
日
本
の
民
法
学
説
を
介
し
て
ド
イ
ツ
民
法
学
説
に
染
ま
り

き
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
前
提
が
成
り
立
つ
か
ど
う
か
は
、
ど
こ
の
国
の
実
質
法
を
基
準
と
す
る
か
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
し
、
日
本
に
お
い
て
さ
え
も
、
学
説
に
よ
っ
て
結
論
が
分
か
れ
る
問
題
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

第
三
項ド

イ
ツ
国
際
私
法
の
学
説
及
び
判
例
に
お
い
て
、
硬
直
し
た
不
法
行
為
地
法
主
義
を
緩
和
す
る
た
め
に
様
々
な
手
だ
て
が
講
じ
ら

し
か
し
、
そ
う
し
た
方
法
の
一
っ
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
、

い
わ
ゆ
る
附
従
的
連
結
論
の
射
程
範
囲
に
つ
い
て
の
わ
が
国
で
の
議
論
は
必

ず
し
も
明
確
で
な
い
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
理
論
で
あ
る
以
上
、

い
く
ら
国
際
私
法
の
独
自
性
を
認
め
る
と
は
い
え
、
そ
の
理
論

を
採
用
し
た
こ
と
に
よ
り
契
約
準
拠
法
に
連
結
さ
れ
る
べ
き
不
法
行
為
の
正
確
な
範
囲
の
提
示
が
な
く
て
は
、
わ
が
国
が
そ
の
理
論
を
導

入
す
る
こ
と
の
当
否
を
論
ず
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
特
に
、
契
約
関
係
を
非
常
に
広
く
考
え
る
ド
イ
ツ
民

法
の
議
論
を
前
提
と
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
端
的
に
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
請
求
権
競
合
が
生
じ
得
る
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
の

み
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
を
す
べ
て
国
際
私
法
上
は
契
約
の
準
拠
法
に
寄
せ
る
と
い
う
、
ド
イ
ツ
法
内
部
に
お
け
る
実
質
法
上
の
解
決
の

あ
る
種
の
特
殊
性
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
方
便
に
す
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
民
法
に
お
け
る
契
約
責
任
の
受
け
持
ち
範
囲
の
広
さ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
わ
が
国
に
お
い
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と

(95) 

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
パ
リ
第
二
大
学
比
較
法
研
究
所
の
『
契
約
責
任
の
定
義
と
範
囲
j

と
題
さ
れ
た

E
u各
国
の
比
較
調

(96) 
査
か
ら
、
当
時
の
西
ド
イ
ツ
に
関
す
る
報
告
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
「
契
約
の
存
在
」
に
つ
い
て
、
「
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う

れ
て
き
た
こ
と
は
多
く
の
文
献
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
国
際
私
法
に
お
け
る
附
従
的
連
結
論
に
つ
い
て

（
四
二
三
）



い
く
つ
か
の
条
文
(
―
二
二
条
、

る。

第
四
四
巻
第
三
号

例
外
を
有
す
る
。
す
な
わ
ち
、

質
問
に
た
い
し
て
は
契
約
締
結
前
と
契
約
終
了
後
に
分
け
て
回
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
四
二
四
）

「
原
則
と
し
て
、
契
約
責
任
が
生
じ
る
た
め
に
は
契
約
が
締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
し
か
し
な
が
ら
、

―
つ
は
契
約
締
結
前
の
局
面
に
お
い
て
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
他
方
で
、
そ
の
最
も
重
要
な
も
の
は
好

意
同
乗
で
あ
る
が
、
無
償
の
関
係
に
お
い
て
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
課
せ
ら
れ
る
責
任
は
契
約
責
任
で
あ
る
。
後
者
に
お
い
て
、
契
約
責

任
を
結
果
と
し
て
も
た
ら
す
『
法
の
鎖
v
i
n
c
u
l
u
m
juris
』
は
、
当
事
者
間
の
『
客
観
的
な
』
意
思
に
よ
る
。
『
純
粋
に
』
無
償
の
関
係

に
関
し
て
は
、
損
害
を
生
ぜ
し
め
た
好
意
者
は
、
不
法
行
為
責
任
規
範
に
よ
っ
て
の
み
責
任
を
負
う
。
反
対
に
、
付
与
さ
れ
た
援
助
の
重

要
性
が
、
契
約
関
係
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
内
々
の
関
係
の
存
在
を
客
観
的
に
推
測
さ
せ
る
視
点
を
許
容
す
る
場
合
、
『
契
約
締
結
上
の
過

(97) 

失
culpa
in 
c
o
n
t
r
a
h
e
n
d
』
の
規
範
の
類
推
に
よ
り
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
が
生
ず
る
。
」

次
に
、
「
そ
れ
が
原
則
で
あ
る
と
し
て
、
損
害
が
い
つ
生
じ
て
も
そ
れ
を
契
約
責
任
だ
と
性
格
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
」
と
の

「
い
「
契
約
締
結
前
」
の
期
間
中
ー
っ
ま
り
、
契
約
が
既
に
締
結
さ
れ
た
の
で
、
当
事
者
の
一
方
が
契
約
締
結
前
に
他
方
当
事
者
に

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、
契
約
締
結
前
の
局
面
、
す
な
わ
ち
そ
こ
に
お
い
て
将
来
の
契
約
当
事
者
が
接
近
を
開
始
し
、
既
に
あ
る
種
の
義

務
を
確
立
し
て
お
り
、
そ
の
義
務
の
違
反
は
契
約
締
結
上
の
過
失
と
呼
ば
れ
、
損
害
賠
償
義
務
を
生
ず
る
そ
う
し
た
局
面
を
承
認
し
て
い

一
七
九
条
、
三

0
七
条
、
三

0
九
条
、

よ
っ
て
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

な
回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
。

関
法

四
六
三
条
二
項
、
六
六
三
条
）
は
、
契
約
を
締
結
す
る
前
に
、

不
法
行
為
を
必
ず
し
も
構
成
し
な
い
が
有
効
な
契
約
も
ま
た
想
定
し
て
い
な
い
、
過
失
あ
る
行
為
に
よ
る
責
任
を
課
し
て
い
る
。
こ
の
こ

一
五
六
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一
五
七

と
か
ら
、
交
渉
に
入
る
こ
と
は
将
来
の
契
約
当
事
者
間
に
契
約
か
ら
生
じ
る
の
に
類
似
の
信
頼
関
係
を
生
じ
る
。
そ
れ
は
、
彼
ら
に
対
し

契
約
債
務
者
に
課
さ
れ
る
注
意
義
務
を
課
す
が
、
そ
れ
は
そ
の
交
渉
が
契
約
の
締
結
に
い
た
ら
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
さ
え
も
同
様
で

『
契
約
締
結
条
の
過
失
』
の
理
論
は
、
不
法
行
為
責
任
の
不
十
分
さ
の
結
果
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
の
た
め
、
契
約
前
の
交
渉
の
よ
う
な

(98) 

活
動
を
契
約
責
任
の
下
に
お
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

(99) 

従
っ
て
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
実
質
法
に
お
け
る
契
約
責
任
の
範
囲
の
広
さ
を
前
提
と
す
れ
ば
、

K
r
o
p
h
o
l
l
e
r
が
附
従
的
連
結
に

(100) 

お
い
て
そ
の
対
象
と
し
て
予
定
し
て
い
る
「
全
て
の
、
特
別
の
法
律
関
係
に
関
連
の
あ
る
不
法
行
為
法
上
の
賠
償
請
求
権
」
は
、
少
な
く

と
も
契
約
に
関
連
す
る
限
り
で
は
ド
イ
ツ
実
質
法
の
解
釈
上
は
、
契
約
法
上
の
も
の
と
も
性
格
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

K
r
o
p
h
o
l
l
e
r
の
不
法
行
為
に
つ
い
て
の
段
階
的
連
結
の
第
一
順
位
で
あ
る
「
当
事
者
に
よ
る
準
拠
法
選
択
の
合
意
」
の
イ
ン
パ
ク

ト
は
極
め
て
大
き
い
と
し
て
も
、
少
く
と
も
附
従
的
連
結
に
関
す
る
限
り
で
は
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
実
質
法
上
の
対
応
を
考
え
れ
ば
こ
れ

と
い
っ
て
驚
く
に
値
す
る
見
解
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
際
私
法
改
正
の
進
行
過
程
に
お
い

て
も
、

L
o
r
e
n
z
の
鑑
定
意
見
は
、
不
法
行
為
地
法
原
則
は
基
本
と
し
て
維
持
し
た
上
で
、
大
幅
に
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
当
事
者
に
よ
る

(101) 

法
選
択
と
、
共
通
常
居
所
地
法
へ
の
連
結
、
附
従
的
連
結
な
ど
に
よ
り
ル
ー
ル
の
硬
直
化
を
避
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の

う
ち
、
当
事
者
に
よ
る
法
選
択
は
当
事
者
間
に
「
法
律
関
係
の
準
拠
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
場
合
」
に
、
「
将
来
そ
れ
と

(102) 

関
連
し
て
生
じ
う
べ
き
侵
害
事
実
に
関
し
て
」
の
み
法
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
読
み
方
に
よ
れ
ば
ド
イ
ツ
実
質
法
に

お
け
る
契
約
責
任
の
範
囲
よ
り
か
な
り
縮
減
し
た
範
囲
で
の
み
当
事
者
自
治
の
有
効
性
を
再
確
認
し
た
性
質
決
定
に
つ
い
て
の
注
意
規
定

と
読
む
こ
と
も
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
附
従
的
連
結
を
定
め
た
部
分
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま

あ
る
。

（
四
二
五
）



第
四
四
巻
第
三
号

る
。
す
な
わ
ち
、
加
害
者
と
被
害
者
と
の
間
に
「
契
約
又
は
法
律
に
基
づ
く
法
律
関
係
」
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
「
侵
害
事
実
が
そ
の

法
律
関
係
よ
り
生
じ
た
特
別
の
義
務
へ
の
違
反
」
に
基
づ
く
と
き
に
は
そ
の
法
律
関
係
の
準
拠
法
に
よ
る
と
さ
れ
い
る
。
こ
う
し
た
程
度

で
ド
イ
ツ
国
際
私
法
の
改
正
が
収
ま
る
こ
と
は
、
他
の
国
の
国
際
私
法
上
の
対
応
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
無
難
な
線
に
抑
さ
え
ら
れ
そ
う

で
あ
る
と
の
予
測
を
可
能
に
す
る
。
さ
ら
に
、
国
友
助
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

に
お
い
て
当
事
者
自
治
を
制
限
し
て
い
る
場
合
に
L
o
r
e
n
z
草
案
が
対
応
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
抵
触
規
範
の
競
合
問
題
を

(103) 

避
け
る
意
図
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

契
約
準
拠
法
条
約
の
尊
重
が
、

E
u
の
各
締
約
国
に
お
い
て
統
一
的
な
適
用
を
促
す
方
向
で
進
む
と
す
る
な
ら
ば
、
抵
触
規
範
の
競
合

を
避
け
、
そ
の
適
用
範
囲
も
統
一
さ
れ
る
方
向
で
事
が
進
む
と
基
本
的
に
は
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
に
、
抵
触
規
範
の
競
合
の
問
題
は
、

条
約
の
優
先
と
い
う
見
地
か
ら
に
せ
よ
、
契
約
と
不
法
行
為
の
国
際
私
法
上
に
お
け
る
峻
別
と
い
う
見
地
か
ら
に
せ
よ
、
何
れ
に
し
て
も

契
約
準
拠
法
条
約
の
適
用
範
囲
の
画
定
に
よ
り
決
着
が
つ
く
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

ド
イ
ツ
に
お
い
て
性
質
決
定
の
二
重
性
を
放
置
し
て
お
け
ば
、
附
従
的
連
結
と
か
不
法
行
為
準
拠
法
の
決
定
に
お
け
る
法
選
択
に

つ
い
て
当
事
者
自
治
を
認
め
る
必
要
性
が
な
ぜ
で
て
く
る
の
か
は
、
素
朴
な
疑
問
と
し
て
当
然
に
残
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
「
契
約

(104) 

準
拠
法
へ
の
エ
ス
ケ
ー
プ
」
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
す
な
わ
ち
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
契
約
・
不
法
行
為
双
方
の
訴
権
が
成
立
す
る
場

合
に
は
、
当
事
者
の
選
択
に
よ
り
、
契
約
が
選
択
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
ま
ず
性
質

決
定
は
当
事
者
の
選
択
権
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
事
項
で
は
な
く
、
裁
判
所
が
法
選
択
規
則
の
適
用
の
一
環
と
し
て
行
う
べ
き
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
こ
う
し
た
当
事
者
の
判
断
に
流
れ
を
任
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
請

求
権
競
合
が
押
し
進
め
ら
れ
て
き
た
事
情
と
も
関
連
す
る
が
、
ド
イ
ツ
民
法
の
条
文
の
構
成
上
は
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
は
き
わ
め

四

関
法

一
九
八

0
年
の
契
約
債
務
準
拠
法
条
約
が
一
定
の
線

一
五
八
（
四
二
六
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性
質
決
定
は
、
確
か
に
国
際
私
法
規
範
の
適
用
過
程
に
お
け
る
―
つ
の
「
解
釈
問
題
」
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
解
釈
で
あ
れ
ば
そ
の

方
法
に
つ
い
て
総
論
と
し
て
議
論
す
る
こ
と
が
不
要
で
あ
る
と
か
無
意
味
で
あ
る
と
か
い
っ
た
結
論
に
必
然
的
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な

(105) 

い
。
法
解
釈
論
全
般
に
お
い
て
、
何
ら
の
論
理
的
前
提
や
方
法
論
的
一
貫
性
も
不
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
つ

ま
り
、
契
約
と
不
法
行
為
と
の
国
際
私
法
上
の
性
質
決
定
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
も
、
性
質
決
定
に
つ
い
て
の
総
論
的
議
論
の
成
果
は
当

徹
」
と
い
う
視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

よ
う
な
立
場
が
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
？

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
の
こ
の
問
題
に
関
す
る
法
理
論
の
状
況
を
特
に
実
質
法
に
お
け
る
議
論
と
の
か
ね

あ
い
と
い
う
視
点
か
ら
概
観
し
て
き
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

影
響
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
上
で
、
わ
が
国
際
私
法
の
理
論
と
し
て
は
ど
の

第

一

項

序

論

第

五

節

結

論

一
五
九

て
明
確
に
区
別
さ
れ
た
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
土
台
に
お
け
る
こ
の
峻
別
が
現
実
へ
の
適
合
を
困
難
な

も
の
と
し
た
た
め
、
そ
れ
を
修
正
す
る
た
め
に
学
説
が
過
剰
な
ま
で
に
緻
密
な
解
釈
論
を
展
開
し
て
き
た
と
見
る
の
が
ド
イ
ツ
債
務
法
の

実
態
の
客
観
的
な
把
握
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
核
に
お
い
て
両
責
任
は
区
別
さ
れ
て
お
り
国
際
私
法
に
お
い
て
も
こ
の
姿
勢
は

基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
が
、
実
質
法
上
競
合
を
認
め
て
契
約
責
任
の
拡
張
を
は
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
、
契
約
の
準
拠
法
に
取
り
込

む
こ
と
を
確
認
す
る
の
が
附
従
的
連
結
論
の
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
？

や
は
り
、
実
質
法
に
お
け
る
各
国
の
対
応
が
法
選
択
規
則
上
も
大
き
な

本
稿
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
「
性
質
決
定
に
お
け
る
国
際
私
法
の
独
自
性
の
貫

（
四
二
七
）
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最
近
、
ド
イ
ツ
法
系
の
国
際
私
法
に
お
い
て
見
ら
れ
る
現
象
に
示
唆
を
受
け
、
不
法
行
為
の
準
拠
法
選
択
に
関
し
て
、
当
事
者
自

治
を
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
の
立
場
の
主
張
者
で
あ
る
中
野
俊
一
郎
助
教
授
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
当
事
者
自
治
を
認
め
る
論

拠
は
①
不
法
行
為
請
求
に
つ
い
て
も
当
事
者
の
処
分
権
が
あ
る
、
②
不
法
行
為
は
当
事
者
間
に
お
け
る
公
平
な
損
害
填
補
を
目
的
と
す
る

私
法
上
の
制
度
で
あ
る
か
ら
公
序
法
と
見
て
当
事
者
自
治
の
枠
外
に
置
く
必
要
は
な
い
、
③
不
法
行
為
地
法
主
義
は
多
く
の
困
難
な
解
釈

論
的
問
題
を
生
じ
て
お
り
、
そ
の
改
善
に
当
事
者
自
治
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も
つ
、
④
当
事
者
が
自
ら
の
紛
争
を
解
決
す
る
法
を
知
る

で
、
迅
速
、
簡
易
、
安
価
か
つ
内
国
の
基
準
に
合
致
し
た
規
制
が
安
定
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
、

と
い
う
契
約
に
お
い
て
当
事
者
自
治
を
認
め
る
理
由
は
不
法
行
為
に
も
妥
当
す
る
、
⑤
選
択
さ
れ
る
法
は
ほ
と
ん
ど
法
廷
地
法
で
あ
る
の

の
五
点
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

ド
イ
ツ
の
判
例
・
学
説
が
論
拠
と
し
て
あ
げ
て
い
る
も
の
の
紹
介
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
で
法
例
の
解
釈
論
を
展
開
し

(101) 

て
い
る
部
分
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
中
野
助
教
授
は
こ
れ
ら
の
論
拠
を
基
本
的
に
支
持
し
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
理
由
に
ほ
と
ん
ど
説
得
力
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
①
の
議
論
か
ら
は
、

と
な
る
問
題
に
当
事
者
自
治
が
採
用
さ
れ
る
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
理
由
と
し
て
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

②
に
つ
い
て
も
①
に
対
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
疑
問
が
当
て
は
ま
る
。
③
に
つ
い
て
、
不
法
行
為
地
法
主
義
が
厳
格
に
運
用
さ
れ
る
限
り

そ
れ
は
硬
直
化
し
す
ぎ
て
現
状
に
対
応
す
る
の
に
十
分
で
は
な
い
と
い
う
認
識
は
広
く
承
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
改
善
の
た
め
に

当
事
者
自
治
を
持
ち
出
す
と
い
う
点
に
は
い
ま
だ
十
分
な
合
意
は
な
い
。
改
善
策
と
し
て
そ
れ
が
唯
一
の
も
の
で
は
な
く
、
他
に
色
々
な

選
択
肢
が
考
え
ら
れ
る
の
に
、
あ
え
て
そ
の
中
か
ら
当
事
者
自
治
と
い
う
こ
れ
ま
で
と
全
く
異
質
な
連
結
政
策
に
切
り
替
え
る
必
用
性
を

第
二
項
不
法
行
為
の
準
拠
法
選
択
に
お
け
る
当
事
者
自
治
導
入
論
に
対
し
て

然
に
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
が
私
見
で
あ
る
。

関
法

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
民
事
訴
訟
の
対
象

一
六
〇



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
四

し
や
す
い
。

一六

よ
り
説
得
的
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
④
に
関
し
て
は
、
契
約
の
準
拠
法
を
当
事
者
が
選
択
す
れ
ば
、
そ
れ
は
契
約
関
係
と
い
う
相

互
の
協
力
を
必
要
と
す
る
法
的
関
係
の
構
築
あ
る
い
は
利
害
の
調
整
に
お
い
て
の
行
為
規
範
の
選
択
と
し
て
極
め
て
有
益
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
不
法
行
為
は
当
事
者
間
で
偶
発
的
に
発
生
し
た
事
故
の
事
後
処
理
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
準
拠
法
を
知
る
こ
と
は
法
選
択
規
則
が

明
確
で
あ
れ
ば
、
特
に
当
事
者
自
治
の
原
則
が
認
め
ら
れ
て
な
く
て
も
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
不
法
行
為
の
当
事

者
間
に
利
害
の
対
立
が
あ
る
の
が
常
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ス
ム
ー
ス
な
合
意
を
期
待
す
る
こ
と
に
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
り
、
客
観
的
な
連

結
点
を
採
用
す
る
方
が
、
そ
れ
が
明
確
で
あ
る
限
り
、
迅
速
か
つ
的
確
に
準
拠
法
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
⑤
に
い
た
っ

て
は
、
せ
っ
か
く
当
事
者
自
治
の
メ
リ
ッ
ト
を
特
に
公
序
法
的
発
想
を
批
判
す
る
立
場
か
ら
説
き
な
が
ら
、
結
局
は
法
廷
地
法
の
適
用
の

メ
リ
ッ
ト
を
解
く
と
い
う
初
歩
的
な
論
理
矛
盾
に
陥
っ
て
い
る
と
評
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
も
し
こ
の
⑤
を
重
要
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
不
法
行
為
地
法
主
義
よ
り
さ
ら
に
時
代
を
遡
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
公
序
法
的
発
想
を
強
力
に
支
持
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
私
見
か
ら
は
、
こ
の
五
つ
の
理
由
が
同
列
に
並
べ
ら
れ
る
こ
と
自
体
極
め
て
奇
異
な
も
の
に
見
え
る
。

む
し
ろ
、
ド
イ
ツ
の
当
事
者
自
治
を
認
め
る
判
例
に
お
い
て
は
、
「
当
事
者
の
訴
訟
に
お
け
る
行
態
か
ら
そ
の
よ
う
な
法
選
択
が

推
定
さ
れ
る
場
合
に
も
法
廷
地
法
た
る
ド
イ
ツ
法
適
用
の
合
意
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
事
後
の
法
選
択
を

(108) 

許
容
し
て
い
る
理
由
は
手
続
き
の
容
易
化
・
迅
速
化
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
」
と
す
る
国
友
助
教
授
の
説
明
の
方
が
率
直
で
理
解

不
法
行
為
の
法
選
択
に
お
け
る
一
般
的
当
事
者
自
治
導
入
の
議
論
は
、
思
う
に
、
一
般
論
と
し
て
は
国
際
私
法
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

(109) 

分
野
に
当
事
者
自
治
の
導
入
を
認
め
る
こ
と
に
つ
な
が
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
国
際
私
法
に
対

す
る
考
え
方
か
ら
は
、
全
く
受
け
入
れ
る
余
地
の
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
質
法
上
の
扱
い
と
の
対
比
で
こ
の
立
場
を
正
当
化

（
四
二
九
）



性
質
決
定
す
る
国
友
助
教
授
の
学
説
の
批
判
と
し
て
展
開
す
る
以
下
の
議
論
に
は
承
伏
で
き
な
い
。

、
、
、
、

不
法
行
為
準
拠
法
の
連
結
方
法
〔
傍
点
は
原
文
通
り
〕

「
附
従
的
連
結
理
論
の
要
点
は
、

そ
れ
に
よ
っ
て
不
法
行
為
準
拠
法
と
契
約
準
拠
法
が
結
論
的
に
一
致
す
れ
ば
、

、、
な
る

形
で
適
用
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
ま
ま
の
形
で
適
用
す
る
と
は
、
契
約
な
ら
契
約
準
拠
法
、
不
法
行
為
な
ら
不
法
行

(IIO) 

為
準
拠
法
に
連
結
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
準
拠
法
指
定
の
並
立
で
よ
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

中
野
助
教
授
は
、
国
友
説
に
対
し
「
な
ぜ
契
約
と
不
法
行
為
の
抵
触
規
定
が
、
全
く
同
一
の
事
実
関
係
を
、
二
つ
の
異
な
る
準
拠
法
に

連
結
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
へ
の
省
察
が
見
ら
れ
な
い
」
と
こ
の
直
前
の
部
分
で
批
判
し
て
い
る
が
、
こ

の
議
論
は
さ
ら
に
《
な
ぜ
全
く
同
一
の
事
実
関
係
が
二
重
に
性
質
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？
》
と
い
う
基
本
的
な
考
察
へ
と

四

さ
ら
に
、
中
野
助
教
授
が
、
ド
イ
ツ
の
附
従
的
連
結
論
に
示
唆
を
受
け
つ
つ
請
求
権
競
合
問
題
を
結
局
は
契
約
と
し
て
一
括
し
て

〔
傍
点
は
原
文
通
り
〕
、

と
い
う
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
処
理
が
不
要
に
な
る
と
は
、
そ
の
ま
ま
の
抵
触
規
則
を
そ
の
ま
ま
の

べ
き
学
説
の
立
場
と
し
て
真
摯
な
姿
勢
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

関
法

第
四
四
巻
第
三
号

（
四
三

0
)

す
る
の
は
更
に
不
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
法
の
実
体
法
レ
ベ
ル
で
す
べ
て
の
法
分
野
に
お
い
て
当
事
者
の
意
思
を
最
優
先
さ
せ
る

な
ど
と
い
う
立
場
は
、
強
行
法
を
い
っ
さ
い
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
法
秩
序
観
か
ら
は
ま
っ
た
く
支
持
さ

れ
よ
う
の
な
い
暴
論
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
え
て
こ
の
理
論
の
正
当
性
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
最
早
、
国
際
私
法
と
い
う

法
律
の
性
格
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
見
直
し
、
あ
る
い
は
渉
外
訴
訟
の
性
格
の
捉
ら
え
直
し
と
い
う
根
本
問
題
に
立
ち
戻
ら
な
く
て
は
な

そ
う
し
た
根
本
的
な
革
新
を
従
来
の
国
際
私
法
学
の
構
造
の
内
部
で
小
手
先
の
解
釈
論
と
し
て
行
お

う
と
す
る
こ
と
は
、
現
実
の
要
請
に
対
応
す
る
こ
と
を
優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
務
レ
ベ
ル
で
は
と
も
か
く
、
論
理
的
整
合
性
を
重
視
す

そ
の
も
の
を
柔
軟
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い
わ
ば
副
産
物
と
し
て
、
請
求
権
競
合
の
処
理
が
不
要
に

一
六
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向
か
う
べ
き
筋
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
附
従
的
連
結
は
不
法
行
為
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い
て
連
結
方
法
を
柔
軟
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
議
論
を
尽
く
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
？

け
持
つ
範
囲
と
そ
の
重
な
り
に
つ
い
て
の
精
確
な
検
討
な
く
し
て
附
従
的
連
結
論
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
測
り
よ
う
が
な
い
。
ま
た
、
附
従
的

連
結
論
が
不
法
行
為
の
一
部
を
契
約
の
連
結
に
従
わ
せ
る
と
い
う
処
理
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
同
一
事
実
に
対
し
指
定
が
並
立
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
の
か
は
全
く
理
解
不
能
で
あ
る
。
附
従
的
連
結
論
と
い
う
構
成
は
、
む
し
ろ
指
定
が
並
立
し
な
い
か
ら
こ
そ
可
能
な
理
論

で
あ
ろ
う
。
も
し
、
「
債
務
不
履
行
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
不
法
行
為
の
要
件
を
も
充
た
し
て
い
る
」
よ
う
な
状
況
が
わ
が
民
法
に
お
い
て

存
在
す
る
と
ま
で
考
え
る
立
場
さ
え
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
む
し
ろ
実
質
法
上
請
求
権
競
合
と
さ
れ
う
る
問
題
は
国
際
私
法
上
は
す

べ
て
契
約
と
性
質
決
定
す
る
と
い
っ
た
方
が
明
解
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
本
来
は
不
法
行
為
と
し
か
性
質
決
定
で
き
な
い
部
分
を
、
あ
え

て
そ
れ
と
緊
密
な
契
約
の
連
結
政
策
へ
と
す
り
寄
せ
る
と
い
う
の
が
附
従
的
連
結
の
理
論
で
あ
る
と
理
解
し
な
け
れ
ば
そ
の
存
在
意
義
す

(112) 

ら
成
り
立
た
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
項ま

た
、
「
附
従
的
連
結
」
論
の
内
在
的
評
価
に
お
い
て
も
、
結
局
、
ど
の
範
囲
の
も
の
が
本
来
の
契
約
準
拠
法
の
問
題
で
あ
り
、

不
法
行
為
と
従
来
性
質
決
定
さ
れ
て
い
た
ど
の
範
囲
の
も
の
を
契
約
準
拠
法
に
拠
ら
し
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
正
確
な
確
定
な
く
し
て

は
、
そ
の
議
論
の
射
程
範
囲
は
つ
か
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、

附
従
的
連
結
論
の
評
価
に
つ
い
て

一六 不
法
行
為
と
契
約
の
そ
れ
ぞ
れ
の
受

一
国
の
国
際
私
法
の
問
題
と
し
て
こ
う
し
た
方
法
を
導
入

す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
性
質
決
定
を
前
提
と
し
つ
つ
も
そ
れ
に
微
調
整
を
加
え
る
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
ほ
ど
の
困
難
は
な
い
と
い

え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
わ
が
国
で
こ
の
理
論
（
あ
る
い
は
国
友
助
教
授
の
よ
う
に
こ
の
理
論
が
実
質
的
に
も
た
ら
す
結
果
）
を
導
入
し

よ
う
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
わ
が
国
に
お
け
る
契
約
準
拠
法
と
不
法
行
為
準
拠
法
の
精
密
な
範
囲
の
確
定
と
、
こ
う
し
た
操
作
に
よ
り
不

（
四
三
一
）



ま
ず
、
国
際
私
法
の
性
質
決
定
の
問
題
と
し
て
、

そ
れ
で
は
、
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
べ
き
か
？
私
見
か
ら
の
一
応
の
結
論
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
四
項
本
章
に
お
け
る
私
見
か
ら
の
結
論

第
四
四
巻
第
三
号

法
行
為
の
ど
の
部
分
が
附
従
的
に
連
結
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
な
検
討
が
必
要
な
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
性
質
決
定
を

わ
が
法
例
の
解
釈
問
題
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
お
け
る
契
約
準
拠
法
の
カ
バ
ー
す
る
範
囲
は
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
と
異
な
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
十
分
な
論
証
な
し
に
は
、
こ
の
議
論
は
机
上
の
空
論
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
国
友

(113) 

助
教
授
が
附
従
的
連
結
論
に
示
唆
を
得
た
「
一
体
的
法
性
決
定
説
」
を
せ
っ
か
く
提
唱
さ
れ
て
も
、
肝
心
の
国
際
私
法
の
性
質
決
定
と
し

て
の
契
約
の
範
囲
と
不
法
行
為
の
範
囲
を
「
そ
の
基
準
の
明
確
化
は
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
点
は
、
無
責
任
で
あ

る
と
評
す
る
し
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
国
友
助
教
授
の
論
文
に
お
い
て
は
、

（
四
三
二
）

日
本
の
国
際
私
法
上
こ
れ
ま
で
に
性
質
決
定
の
競
合
と
い
え

る
問
題
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
議
論
の
出
発
点
と
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
の
範
囲
で
そ
う
し
た
問
題
が
生
じ
る
の
か
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
問
題
は
国
際
私
法
に
お
い
て
は
生
じ
な
い
あ
る
い
は
生
じ
さ
せ
な
い
と
い
う
立
場
も
十
分
に

有
力
な
わ
け
で
あ
る
。
生
じ
る
と
い
う
前
提
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
い
う
範
囲
で
そ
れ
が
生
じ
、
そ
の
不
都
合
は
ど
う
の
よ
う
に
解
決
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
論
旨
は
展
開
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
出
発
点
も
明
確
で
な
け
れ
ば
、
最
終
的
に
調
整
さ
れ
る
べ

き
解
決
す
ら
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
ー
ー
ー
＇
と
い
う
の
が
、
国
友
論
文
で
あ
る
と
批
判
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

―
つ
の
事
実
が
二
つ
の
性
質
決
定
を
受
け
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
否
定
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、

K
a
h
n
-
F
r
e
u
n
d
の
理
論
が
陥
る
よ
う
な
複
雑
な
準
拠
法
適
用
を
行
う
の
は
一

般
論
と
し
て
好
ま
し
く
な
い
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
異
な
り
わ
が
国
の
裁
判
所
は
自
ら
性
質
決
定
を
行
う
の
で
そ
う
す
る
こ
と
の
必
然
性

も
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
来
―
つ
の
事
実
に
対
し
て
複
数
の
種
類
の
法
制
度
が
重
ね

関
法

一
六
四



さ
れ
る
。

国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
園

一
六
五

て
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
一
方
の
法
制
度
の
有
す
る
法
的
規
律
の
シ
ス
テ
ム
を
崩
す
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
あ
り
、
他
に
そ
う
し
た
弊
害
を
お
か
し
て
で
も
、
推
進
さ
れ
る
べ
き
明
確
な
利
益
が
あ
る
こ
と
が
そ
の
こ
と
を
是
認
す
る
の
に
必
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
実
質
法
上
の
問
題
と
し
て
は
、
不
法
行
為
法
制
度
の
欠
陥
を
修
正
す
る
こ
と
が
、
請
求
権
競
合
を
推
進
す
る

重
要
な
理
由
の
一
っ
と
な
っ
た
。
日
本
で
は
民
法
自
体
の
解
釈
論
と
し
て
の
請
求
権
競
合
論
は
、
そ
の
必
要
が
ド
イ
ツ
に
比
較
す
れ
ば
そ

れ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
内
在
的
必
要
性
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
ド
イ
ツ
学
説
の
無
批
判
な
継
受
と
し
て
そ
う
し
た
も
の

を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
に
現
在
は
、
む
し
ろ
反
省
の
目
が
向
け
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。
国
際
私
法
上
の
性
質
決
定
の
問
題
と
し
て
も
、(115) 

二
重
の
性
質
決
定
を
あ
え
て
承
認
す
る
だ
け
の
強
い
理
由
が
な
い
以
上
、
契
約
・
不
法
行
為
の
二
分
法
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
う
な
る
と
、
契
約
の
範
囲
と
不
法
行
為
の
範
囲
の
線
引
き
が
重
要
な
論
点
と
し
て
、
当
然
に
浮
上
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ

(116) 

こ
に
お
い
て
、
私
見
は
、
あ
く
ま
で
も
精
密
な
線
引
き
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

(117) 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
も
、
最
も
優
れ
た
論
及
は
折
茂
教
授
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
請
求
権
競
合
の
問
題

は
「
国
際
私
法
に
お
け
る
か
の
法
律
関
係
性
質
決
定
の
そ
れ
に
帰
着
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
お
も
わ
れ
る
」
と
し
、
そ
の
解
決
は

「
こ
こ
で
も
、
国
際
私
法
に
独
自
の
立
場
か
ら
、

い
わ
ゆ
る
『
請
求
権
競
合
』
問
題
に
関
す
る
諸
国
の
実
質
私
法
の
在
り
方
の
比
較
法
的

考
察
を
踏
ま
え
た
上
で
、
あ
く
ま
で
自
主
的
に
こ
こ
ろ
み
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
な
一
応
の
結
論
が
示

「
も
し
も
今
日
、
こ
れ
ま
で
か
の
請
求
権
競
合
説
が
支
配
的
で
あ
っ
た
諸
国
に
お
い
て
も
、
そ
の
説
の
合
理
性
に
た
い
す
る
疑
い
が
次

第
に
強
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
趨
勢
を
窺
い
う
る
も
の
と
す
れ
ば
、
国
際
私
法
上
、
次
の
ご
と
き
解
釈
態
度
を
み
と
め
る
こ
と
も
、
あ

な
が
ち
そ
の
根
底
に
欠
け
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
或
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
当
事
者
間
に
、
特
殊
的
結
合
関
係
た

（四一――――-）
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る
契
約
が
見
い
だ
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
面
の
損
害
が
そ
の
契
約
の
通
常
予
想
せ
ら
れ
う
る
不
履
行
か
ら
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ

る
限
り
、
国
際
私
法
上
は
こ
れ
を
「
契
約
」
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
賠
償
関
係
の
準
拠
法
も
、
右
の
契
約
の
そ
れ
に
も
と
め
ら
れ

る
べ
き
で
あ
る
、
と
。
か
よ
う
な
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
い
或
る
損
害
が
特
定
の
契
約
の
履
行
に
関
連
し
て
生
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ

が
右
の
契
約
の
目
的
範
囲
を
逸
脱
す
る
ご
と
き
行
為
に
よ
り
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
ー
，
た
と
え
ば
、
或
る
食
品
の
売
り
主
が

そ
れ
に
故
意
に
毒
物
を
混
入
し
て
買
主
を
発
病
さ
せ
た
と
き
の
ご
と
し
ー
に
お
い
て
は
、
そ
の
賠
償
関
係
は
、
国
際
私
法
上
こ
れ
を
『
不

(118) 

法
行
為
』
に
関
す
る
も
の
と
し
て
扱
う
べ
き
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

私
見
も
、
基
本
的
に
は
折
茂
教
授
の
解
決
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
若
干
の
補
足
的
な
意
見
を
附
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
性
質
決
定
の
問
題
は
、
国
際
私
法
独
自
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
の
解
釈
の
指
針
と
し
て

も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
連
結
政
策
の
在
り
方
で
あ
り
、
諸
国
に
お
け
る
比
較
法
的
な
趨
勢
は
副
次
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ

て
、
わ
が
国
際
私
法
上
の
解
釈
問
題
と
し
て
は
、
「
当
事
者
自
治
の
原
則
」
を
採
用
す
る
契
約
と
、
「
不
法
行
為
地
」
を
連
結
点
と
す
る
不

法
行
為
と
で
そ
の
連
結
政
策
の
在
り
方
の
妥
当
性
か
ら
、
両
者
の
性
質
決
定
の
切
り
分
け
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
契
約
上
の
義
務
と
そ
れ
が
保
護
す
べ
き
利
益
の
根
拠
は
実
質
法
上
は
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
か
？

(119) 

S
c
h
l
e
c
h
i
t
r
i
e
m

に
よ
れ
ば
、
当
事
者
の
合
意
に
基
礎
を
置
き
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
も
の
が
契
約
上
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
そ
う
し
た
義
務
の
形
態
や
範
囲
は
当
事
者
の
合
意
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
物
品
の
引
き
渡
し
時
期
や
適
合
性
に
関
す
る
義
務
な
ど

が
こ
れ
に
あ
た
り
、
そ
の
違
反
は
契
約
上
の
責
任
を
生
じ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
法
上
の
保
護
義
務
、

産
を
害
し
な
い
よ
う
に
す
る
義
務
は
、
当
事
者
の
意
思
と
は
独
立
に
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
通
常
は
当
事
者
の
意
思
に
よ
っ
て
も
排
除
す

（堕

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
実
質
法
に
お
け
る
、
こ
の
、
当
事
者
の
意
思
に
よ
る
義
務
か
そ
れ
以
外
の
根
拠
か
ら
課
さ
れ
た
義
務
か
と
い
う
切

関
法

一
六
六

つ
ま
り
他
人
の
身
体
や
財



五

国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
四

一
六
七

り
分
け
の
基
準
は
、
国
際
私
法
上
の
基
準
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
当
事
者
自
治
の
原
則
」
が
当
事
者
の
意
思
を
基
準
と

し
た
連
結
を
行
う
の
は
、
当
事
者
の
期
待
や
予
測
を
保
護
す
る
と
い
う
連
結
政
策
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
誤
り
で
な
い
と
す

れ
ば
、
意
思
以
外
の
根
拠
で
課
さ
れ
る
義
務
に
つ
い
て
は
「
当
事
者
自
治
」
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
客
観
的
な
連
結
点
が
基
本
的
に
考
え

中
野
助
教
授
の
論
文
の
よ
う
に
不
法
行
為
地
法
主
義
す
な
わ
ち
「
悪
」
で
あ
る
と
す
る
が
ご
と
き
印
象
を
与
え
る
批
判
を
す
る
こ

と
に
は
、
議
論
の
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
代
に
お
け
る
不
法
行
為
に
は
多
様
な
も
の
が
あ
る
か
ら
、
硬
直
化
し
た
不
法
行
為

地
法
主
義
だ
け
で
は
十
分
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
点
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
き
わ
め
て
素
朴
な
「
一
私
人

が
他
の
私
人
の
所
有
物
を
過
失
で
壊
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
不
法
行
為
に
対
し
て
も
不
法
行
為
地
法
主
義
は
不
都
合
な
連
結
政
策
な
の

も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
、
不
法
行
為
地
法
主
義
を
厳
格
に
貫
く
こ
と
が
不
都
合
な
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
客
観
的

な
連
結
政
策
を
考
え
る
こ
と
自
体
が
不
都
合
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
「
当
事
者
自
治
」
を
不
法
行
為
の
連
結
政
策
と

し
て
採
用
す
る
こ
と
に
も
直
接
に
つ
な
が
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
多
様
な
性
格
の
不
法
行
為
が
現
れ
て
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
核
に

お
い
て
そ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
連
結
政
策
が
妥
当
性
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
求
め
ら
れ
る
の
は
革
新
で
は
な
く
て
調
整
で
あ
る
は

ず
で
あ
る
。
不
法
行
為
全
般
の
連
結
の
問
題
と
し
て
も
、
基
本
的
に
は
、

B
o
u
r
e
ー
が
示
唆
し
た
よ
う
な
方
法
で
、
行
為
地
を
不
法
行
為

の
類
型
ご
と
に
考
え
て
い
く
こ
と
で
対
応
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
わ
が
法
例
の
解
釈
と
し
て
も
、
と
り
あ
え
ず
は
―
一
条
の
「
原
因
事

実
発
生
地
」
の
概
念
を
、
柔
軟
に
解
釈
す
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
将
来
の
立
法
論
と
し
て
は
、
類
型
ご
と
の

細
か
な
規
定
を
お
く
方
が
明
確
性
と
い
う
点
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
は
疑
い
な
い
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。

四

な
お
、
近
時
、
製
造
物
責
任
に
つ
い
て
、
国
際
私
法
の
欠
鋏
を
み
と
め
、
条
理
に
よ
る
新
た
な
法
選
択
規
則
を
構
成
す
る
立
場
が
、

で
あ
ろ
う
か
？

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
四
三
五
）
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有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
製
造
物
責
任
の
範
囲
が
、
こ
こ
に
お
い
て
も
明
確
に
議
論
さ
れ
て
い
な
い
恨
み
が
あ
る
。
例
え
ば
、
山
田
教
授

は
「
製
造
物
責
任
と
は
、
製
造
者
が
生
産
し
て
市
場
に
出
し
た
生
産
物
の
隠
れ
た
欠
陥
の
た
め
に
、
そ
の
最
終
の
買
主
、
利
用
者
な
ど
が

(122) 

身
体
、
財
産
に
損
害
を
被
っ
た
と
き
、
製
造
者
に
負
わ
せ
る
賠
償
責
任
で
あ
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
ま
ず
「
隠
れ
た
欠
陥
」
に
限
定
す

る
こ
と
に
も
疑
問
が
あ
る
し
、
最
終
の
消
費
者
の
み
が
権
利
主
体
と
さ
れ
る
点
も
制
限
的
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に

は
、
流
通
業
者
の
責
任
は
入
ら
な
い
と
い
う
点
も
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
ま
た
、
加
害
者
と
被
害
者
の
間
に
契
約
関
係
が
あ
っ
た
場
合
は
、

製
造
物
責
任
と
さ
れ
な
い
の
か
ど
う
か
も
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
佐
野
寛
教
授
は
「
本
稿
に
お
い
て
渉
外
的
生
産
物

責
任
と
は
、
生
産
物
か
ら
生
じ
た
損
害
に
対
す
る
生
産
者
お
よ
び
当
該
生
産
物
の
流
通
に
関
与
し
た
者
の
責
任
に
関
す
る
事
件
で
あ
っ
て
、

当
事
者
の
国
籍
や
住
所
、
生
産
地
、
販
売
地
、
損
害
発
生
地
等
の
当
該
事
件
と
関
連
を
有
す
る
何
ら
か
の
要
素
が
、
二
つ
以
上
の
法
域
に

(121) 

わ
た
っ
て
存
在
す
る
場
合
を
い
う
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
当
事
者
間
に
契
約
関
係
が
あ
る
場
合
に
も
「
生
産
物
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償

請
求
権
は
、
そ
れ
が
不
法
行
為
と
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
当
該
契
約
の
準
拠
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
」
と
す
る
「
附
従
的
連

(m) 

結
」
の
理
論
に
は
拠
ら
ず
に
、
「
生
産
物
責
任
」
自
体
の
準
拠
法
に
拠
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
し
か
し
、
契
約
関
係
の
あ
る
当
事
者
間
に

お
け
る
生
産
物
責
任
か
ら
生
ず
る
損
害
の
中
に
は
、
元
来
純
粋
に
契
約
上
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
が
存
在
す
る
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
外
国
か
ら
直
接
メ
ー
ル
オ
ー
ダ
ー
で
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
用
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
爆
発
し
た
と
き
、
そ
の
も
の
自
体
の
滅

失
に
よ
る
損
害
は
、
実
質
法
上
は
契
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
そ
の
爆
発
の
た
め
に
家
の
絨

毯
が
燃
え
た
と
か
買
主
が
火
傷
を
し
て
治
療
費
が
か
か
っ
た
と
か
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
拡
大
損
害
も
、
実
質
法
上
は
契
約
責
任
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
。
ど
う
い
っ
た
範
囲
の
損
害
を
国
際
私
法
上
は
生
産
物
責
任
と
す
る
の
か
否
か
を
明
ら
か
に

し
な
け
ら
ば
、
議
論
の
射
程
範
囲
は
つ
か
め
な
い
と
い
え
よ
う
。

一
六
八

四
三
六
）
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こ
う
し
た
損
害
の
範
囲
の
切
り
分
け
に
つ
い
て
も
、
私
見
は
、
当
事
者
の
意
思
が
そ
の
責
任
の
根
拠
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
視
点

か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
そ
の
物
自
体
の
毀
損
に
よ
る
損
害
は
当
事
者
の
意
図
し
た
こ
と
が
実
現
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
契
約
上
の
利
益
の
侵
害
と
当
然
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
契
約
の
準
拠
法
に
よ
り
処
理
さ
れ
る
べ
き
問
題
と
考
え

る
。
し
か
し
、
拡
大
損
害
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
こ
れ
を
「
他
人
の
身
体
や
財
産
を
害
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
一
般
人
に
対
し
て
そ

の
意
思
と
は
無
関
係
に
課
さ
れ
る
義
務
の
違
反
で
あ
り
い
わ
ゆ
る
「
完
全
性
利
益
」
の
侵
害
で
あ
る
と
捉
え
て
、
不
法
行
為
に
関
す
る
準

拠
法
を
適
用
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
こ
こ
で
、
不
法
行
為
と
い
っ
た
の
は
契
約
当
事
者
間
に
お
い
て
も
製
造
物
責
任
は
不
法
行
為
の
一
種

で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
連
結
政
策
が
従
来
の
不
法
行
為
地
法
主
義
で
よ
い
か
否
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
が
、
私

見
は
基
本
的
に
法
例
―
一
条
を
適
用
し
て
、
「
原
因
タ
ル
事
実
ノ
発
生
シ
タ
ル
地
」
の
法
と
し
て
被
害
者
が
欠
陥
の
あ
る
商
品
を
購
入
し

た
地
の
法
律
を
適
用
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
購
入
が
後
の
損
害
発
生
の
基
本
的
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

次
に
、
送
致
範
囲
の
問
題
に
関
し
て
検
討
す
る
。

B
o
u
r
e
l
は
、
最
初
に
法
廷
地
国
際
私
法
の
立
場
か
ら
契
約
か
不
法
行
為
か
の

性
質
決
定
を
な
し
、
契
約
の
問
題
と
さ
れ
た
な
ら
ま
ず
法
廷
地
国
際
私
法
の
連
結
政
策
に
従
っ
て
契
約
準
拠
法
を
確
定
す
る
。
そ
し
て
、

次
に
そ
の
準
拠
実
質
法
の
内
部
に
お
い
て
契
約
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
範
囲
を
確
定
し
、
現
在
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
問
題
が
そ
の
内
部

に
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
そ
の
実
質
法
を
適
用
し
て
解
決
す
る
が
、
そ
の
準
拠
法
中
の
契
約
責
任
に
関
す
る
規
範
が
そ
の
問
題
に
つ
い
て
請
求

権
競
合
を
認
め
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
問
題
は
不
法
行
為
責
任
上
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
場
合
に
は
、
改
め
て
不
法
行
為
の
準

拠
法
を
法
廷
地
国
際
私
法
の
連
結
政
策
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
不
法
行
為
準
拠
法
も
そ
の
問
題
に
つ
い
て
請
求
権
競

合
を
承
認
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
事
者
に
そ
う
し
た
処
理
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
。

七
で
あ
る
。

...... 
✓\. 

（
四
三
七
）



ー

る
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。
（
未
完
）
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し
か
し
、
こ
の
B
o
u
r
e
t
の
考
え
に
は
従
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
法
廷
地
国
際
私
法
の
性
質
決
定
は
、
正
確
に
準
拠
実
質
法
の
切
り

取
り
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
見
か
ら
は
、
法
廷
地
国
際
私
法
の
立
場
と
し
て
契
約
と
性
質
決

定
さ
れ
た
問
題
に
関
し
て
は
、
そ
の
性
質
決
定
の
範
囲
と
さ
れ
て
い
る
法
廷
地
国
際
私
法
上
の
「
契
約
」
概
念
に
相
当
す
る
機
能
を
果
た

す
と
考
え
ら
れ
る
準
拠
実
質
法
上
の
制
度
が
、
そ
の
準
拠
実
質
法
内
部
に
お
い
て
契
約
に
分
類
さ
れ
て
い
よ
う
と
不
法
行
為
や
そ
の
他
の

制
度
に
分
類
さ
れ
て
い
よ
う
と
、
そ
の
問
題
に
潜
在
的
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
準
拠
法
の
範
囲
（
送
致
範
囲
）
を
画
す
る
と
考
え
る
。
つ
ま

り
、
法
廷
地
国
際
私
法
上
、
契
約
と
性
質
決
定
さ
れ
た
も
の
は
必
ず
契
約
準
拠
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
そ
の
こ
と
は
送
致
範
囲
を
こ
の
よ
う
に
確
定
す
れ
ば
常
に
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

B
o
u
r
e
一
の
説
を
意
地
悪
く
追
求
す
れ
ば
、
（
そ

の
よ
う
な
具
体
例
が
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
）
、
契
約
準
拠
法
に
拠
れ
ば
不
法
行
為
の
問
題
と
さ
れ
、
不
法
行
為
の
準
拠
法
に
拠
れ
ば

契
約
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
解
決
不
能
に
陥
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
え
て
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
く
よ
う
な
理
論
を

採
ら
な
く
て
も
、
法
廷
地
国
際
私
法
に
よ
る
性
質
決
定
を
準
拠
実
質
法
中
の
送
致
範
囲
に
対
応
さ
せ
れ
ば
、
こ
う
し
た
問
題
は
解
消
で
き

（
本
研
究
は
日
本
証
券
奨
学
財
団
•
平
成
四
年
度
研
究
調
査
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
）

四
宮
和
夫
『
請
求
権
競
合
論
j

―
頁
(
-
九
七
八
）
。

な
お
、
四
宮
教
授
が
正
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
請
求
権
競
合
の
問
題
は
、
請
求
権
の
単
複
の
問
題
に
尽
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
、

不
法
行
為
請
求
に
対
す
る
契
約
法
上
の
免
責
約
款
に
よ
る
抗
弁
の
効
力
の
問
題
は
、
連
合
王
国
の
国
際
私
法
判
例
及
び
学
説
に
お
い
て
重
要
な
争

点
を
形
成
し
て
い
る
。
（
特
に
North,
P., 
C
o
n
t
r
a
c
t
 a
s
 a
 To
r
t
 D
e
f
e
n
c
e
 in 
the Conflict of L
a
w
s
,
 in 
E
s
s
a
y
s
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a
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質
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回
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(
2
)

四
宮
和
夫
『
不
法
行
為
』
六
五
八
頁
(
-
九
八
七
）
。

(
3
)

幾
代
通
・
徳
本
伸
一
『
不
法
行
為
法
』
一

0
頁
(
-
九
九
三
）
、
前
田
達
明
『
民
法

VIz
（
不
法
行
為
法
）
』
四
一
五
頁
(
-
九
八

0
)
、
澤
井
裕

『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
』
二
三
九
頁
(
-
九
九
三
）
等
参
照
。

(
4
)

星
野
英
一
『
民
法
概
論

m』
四
四
頁
(
-
九
七
八
）
。

(
5
)

潮
見
佳
男
『
契
約
規
範
の
構
造
と
展
開
』
九

0
頁
(
-
九
九
一
）
。

(
6
)

特
に
川
島
武
宜
「
契
約
不
履
行
と
不
法
行
為
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
法
協
五
二
巻
一
‘
―
-
、
三
号
(
-
九
三
四
）
が
、
こ
の
説
を
強
く
推
進
し

(
7
)

幾
代
・
徳
本
・
前
掲
注

(
3
)
・
1
0
頁。

(
8
)

幾
代
・
徳
本
・
前
掲
゜

(
9
)
 
le 
T
o
u
r
n
e
a
u
,
 P., 
L
a
 r
e
s
p
o
n
s
a
b
i
l
i
e
 civile 
3
e
 e
d
.
 (
1
9
8
2
}
,
 a
t
 p
p
.
 

9
3
-
9
9
.
 

(10)

潮
見
・
前
掲
・
注
(
5
）
．
九
0

|
九
一
頁
。

(11)

平
井
宜
雄
『
債
権
各
論
II
不
法
行
為
』
八
ー
一
三
頁
(
-
九
九
二
）
参
照
。

(12)

各
説
の
詳
細
に
つ
い
て
前
田
達
明
『
民
法

VIz
（
不
法
行
為
法
）
』
四
一
四
ー
四
一
九
頁
(
-
九
八

0
)
参
照
。

(13)

辻
伸
行
「
契
約
責
任
と
不
法
行
為
責
任
と
の
関
係
に
つ
い
て
（
一
）
」
四
七
六
ー
四
七
七
頁
・
下
森
・
S
c
h
i
e
c
h
t
r
i
e
m
他
編
著
『
西
ド
イ
ツ
債

務
法
改
正
鑑
定
意
見
の
研
究
』
(
-
九
八
八
）
。

な
お
、
こ
の
考
え
方
は
S
c
h
l
e
c
h
t
r
i
e
m

が
C
I
S
G
と
従
来
の
準
拠
実
質
法
そ
れ
ぞ
れ
の
適
用
範
囲
の
割
り
振
り
を
考
え
る
際
の
基
本
的
な
立
場

と
も
な
っ
て
い
る
。

(
S
c
h
l
e
c
h
t
r
i
e
m
,
P., 
"
T
h
e
 b
o
r
d
e
r
l
a
n
d
 o
f
 T
o
r
t
 a
n
d
 C
o
n
t
r
a
c
t
ー
O
p
e
n
i
n
g
a
 N
e
w
 F
r
o
n
t
i
e
r
?
"
,
 
2
1
 C
o
r
n
e
l
l
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
 ,
 

al L
a
w
 Jo
u
r
n
a
l
 4
6
7
 (
1
9
8
8
)
)

。

(
1
4
)辻
•
前
掲
•
四
六
九
ー
四
七

0
頁
参
照
。

(15)

国
友
明
彦
「
契
約
と
不
法
行
為
の
抵
触
規
則
の
競
合
問
題
(
-
)
」
法
学
雑
誌
三
二
巻
四
号
七
ニ
―
頁
(

l

九
八
六
）
。

(
1
6
)国
友
•
前
掲
。

(
1
7
)国
友
•
前
掲
゜

(
1
8
)国
友
•
前
掲
注

(
1
5
)
・
七
―
―
頁
。

（
四
三
九
）



関
法

第
四
四
巻
第
三
号

(19)

こ
の
点
は
、
い
み
じ
く
も
国
友
助
教
授
自
身
が
同
論
文
の
中
で
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
国
友
・
前
掲
注
(
1
5
)
・
七
―
二
頁
）

(
2
0
)国
友
•
前
掲
注
(
1
5
)
・
七
二0
頁
。

(21)

こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
論
文
発
表
後
、
筆
者
と
の
口
頭
の
議
論
に
お
い
て
国
友
助
教
授
ご
自
身
が
、
そ
れ
を
認
め
た
上
で
「
不
法
行
為
」

へ
の
一
体
的
法
性
決
定
の
理
論
的
可
能
性
を
認
め
ら
れ
た
。

(22) Batiffol• 

H. et L
a
g
a
r
d
e
 P., 
D
r
o
i
t
 international prive 7
e
 e
d
.
,
T
o
m
e
 I, 
(
1
9
8
1
)
,
 at p
.
3
4
7
,
 N
o
t
e
 (6). 

(23) 
Battifol et L
a
a
g
r
d
e
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 (22), 
T
o
m
e
!
I
,
 p
p
.
 2
5
1
 ,
 25
2
,
 N
o
t
e
 (6). 

(24) 
B
o
u
r
e
t
,
 P., 
L
e
s
 conflits d
e
 lois 
e
n
 m
a
t
i
e
r
e
 d'obligations extracontractuelles (
1
9
6
1
)
に
お
け
る
学
説
の
紹
介
は
す
で
に
、
西
賢
教
授
、
折

茂
豊
教
授
、
浜
上
則
雄
教
授
、
国
友
明
彦
助
教
授
等
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
の
問
題
関
心
か
ら
は
ま
だ
十
分
な
も
の
と
は
思
わ
れ
な

い
点
も
あ
る
の
で
、
あ
え
て
も
う
一
度
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

た
た
め
か
、

B
o
u
r
e
t
が
契
約
と
不
法
行
為
の
抵
触
規
範
の
競

(25)

従
来
、

B
o
u
r
e
t
の
学
説
の
こ
の
部
分
の
記
述
に
充
分
注
意
が
払
わ
れ
て
な
か
っ

合
の
問
題
を
性
質
決
定
の
問
題
で
な
い
と
考
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。

(26) 
B
o
u
r
e
t
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 (24), 
at p
p
.
 

1
4
6
 ,
 14
7
.
 

(27)

国
友
明
彦
「
契
約
と
不
法
行
為
の
抵
触
規
範
の
競
合
問
題
（
二
）
」
法
学
雑
誌
三
三
巻
一
号
三

0
頁
(
-
九
八
七
）
参
照
。

(28)

こ
の
点
に
つ
い
て
の
日
本
の
通
説
に
対
す
る
疑
問
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
(
-
)
」
関
法
四
一
―
―

巻
四
号
(
-
九
九
三
）
参
照
。

(
2
9
)国
友
•
前
掲
注

(
2
7
)・
三
四
ー
三
五
頁
。

(
3
0
)国
友
•
前
掲
注
(
1
5
)
・
七
一
九
頁
。

(31)

浜
上
則
雄
「
生
産
物
責
任
の
準
拠
法
問
題
（
六
）
」
―
-
七
頁
（
判
例
評
論
ニ
―
七
号
）
（
一
九
七
七
）
。

(
3
2
)国
友
•
前
掲
注
（
2
7
)
·
-―-
四
ー
＿
―
-
五
頁
。

(33) 
B
o
u
r
e
t
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 (24), at p. 
1
4
6
は、

・'qsalification'
、
の
部
分
を
わ
ざ
わ
ざ
イ
タ
リ
ッ
ク
に
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

"
L
a
 distinction 
ainsi 
o
p
e
r
e
e
 e
n
 d
r
o
i
t
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 
p
r
i
v
e
 e
n
t
r
e
 la 
r
e
s
p
o
n
s
a
b
i
l
i
t
e
 
delictuelle, 
d
'
u
n
e
 part, 
et 
la 
r
e
s
p
o
n
s
a
b
i
l
i
t
e
 

contractuelle, d
'
a
u
t
r
e
 part, fait 
n
a
i
t
r
e
 u
n
 p
r
o
b
l
e
m
 d
e
 quali} ̀ication... 

(34)

そ
の
概
念
は
、
後
述
の
よ
う
に
わ
が
国
で
い
う
不
法
行
為
地
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
柔
軟
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一
七

（
四
四

0
)
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抵
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) 

Bourel, supra note (24), at 
p. 

1
 (T
I
T
R
E
 I

 :
 Le
 principe d

e
 le 

loi 
local). 

（お）
Bourel, supra note (24), at 

p. 
148. 

澤
）

Bourel, supra note (24), at 
p. 

149. 

海
）

Bourel, supra note (24), at 
p. 

150. 

(~
) 

Bourel, supra note (24), at 
p. 

46. 
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（笞）
Bourel, supra note (24), at 

p. 
145. 

（窃）
Bourel, sopra note (24), at p. 

1
5
0
 .
 ..;:;6邸

~.J.j
・
淀
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窃
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1
忌
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（苓）
Jauffret-Spinosi, C., 

"
T
h
e
 D
o
m
a
i
n
 of Contract 2

 :
 French Report" in 

Harris, D., 
a
n
d
 Tallon, D. ed. 

Contract L
a
w
 Today (1989), 

Institut de Droit C
o
m
p
a
r
e
 de L'universite de Paris II, 

Definition et 
Doniaine de la 

Respo
邸
abilite

contractuelle (
1
9
8
1
)
~
\
苗弓゜

(~
) 

Jauffret-Spinosi, supra note (44), at 
pp. 

2
8
5
-
2
8
8
.
 

(~
) 

Bourel, P., 
note, Rev. crit. 

d. 
i. 
p., 

tome 56, p. 
1
1
7
 (1967). 

(~
) 

Bourel, supra note (24), at 
pp. 

1
1
7
-
1
1
8
.
 

（菩）
Rev. Dr. Int. 

et 
Dr. C

o
m
p
.
 (1993), p. 

205. 

(~
) 

Gilmore, G., 
T
h
e
 Death of Contract (1974). 

(
g
)
 

Herbots J. 
H., 

"Les relations 
m
o
u
v
e
m
e
n
t
e
e
s
 entre 

la 
droit de la 

responsabilite civile~
t le 

droit des contrats 
au R

O
Y
A
U
M
E
-

UNI", Rev. Dr. Int. 
et 

Dr. C
o
m
p
.
 (1993), at p. 

207. 

（日）
[19831 A. C. 

520. 

（器）
Herbots, supra note (50), 

at 
p. 

2
0
7
-
2
0
8
.
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匡
坦

撚
国

国
鞠

嫁
Ii
Jn¥t> 

（宮）
Herbots, supra note (50), 

at p. 
212. 

（苫）
Herbots, supra note (50), 

at p. 
212. 

（呂）
Herbots, supra note (50), 

at p. 
212. 

(~
) 

Herbots, supra note (50), 
at p. 

212. 

（お）
Herbots, supra note (50), at p. 

212. 

（営）
Herbots, supra note (50), at p. 

213. 

（宮）
Herbots, supra note (50), 

at p. 
218. 

(
g
)
 

Herbots, supra note (50), at p. 
218. 

(c:c!) 
Herbots, supra note (50), 

at pp. 
2
1
8
-
2
1
9
.
 

（器）
Weir, T., 

"Complex Liabilities", 
IECL, XI, 

Torts, Ch. 
12, p. 

3
6
 (1983). 

（器）
(1870) L

R
 6

 Q
B
 1. 

I
ギ

回
（
国
回

I
I) 

（苫）
Collins, L. 

with Special Editoro ed., 
Dicey and Morris on the Conflict of Laws, 

11th ed., 
at p. 

1
3
5
8
 (1987). 

（坦）
T
h
e
 L
a
w
 Commission and T

h
e
 Scottish 

L
a
w
 Commisssion, (Law Com. No. 

193), 
Private International L

a
w
 :

 Choice of L
a
w
 in 

Tort a
叫

Delict
(1990), p. 

35. 

(~
) 

怜
莱
憐
把
「
←
却
と
瞑
ユ
嘲
(
¥

"V'鯉
*.lJ

囲
巌
揺
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坦
ミ
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Coupland v. 
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匡
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111<~11-111
ぐ
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芋
ロ

It>
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~
<

<
) 

国
1

Ill賦
til'---~li[゜

（お）
Kahn-Freund, 0., 

"Delictual Liability and the Conflict of Laws", Recueil des cours II 
(1968), at p. 

130. 

（怨）
Kahn-Freund, supra note (67), 

at p. 
130. 

（忠）
Kahn-Freund, supra note (67), 

at p. 
131. 

（足）
Kahn-Freund, supra note (67), 

at pp. 
1
3
1
-
1
3
2
.
 

(.::!) 
Kahn-Freund, supra note (67), 

at 
pp. 

132-133. 

(~
) 

Kahn-Freund, supra note (67), 
at p. 

133. 

（茫）
忘

怒
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~ 忌
翠
：
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(
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・

1
国
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ば
）

年
紺
・
芸
翠
出
(
~
)
・

I
1く

国
寓
・
栄

(oo)゚

ぼ
）

L
a
w
 Comission W

o
r
k
i
n
g
 Paper No. 

8
7
 and T

h
e
 Scotish L

a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 Consultative M

e
m
o
r
a
n
d
u
m
 No. 

62, Private Interna-

tional L
a
w
 -
Choice of L

a
w
 in 

Torts a
n
d
 Delict (1984), at p. 

56. 

(~
) 

L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 W
o
r
k
i
n
g
 Paper, supra note (75), 

at 
pp. 

56-57. 

（に）
L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 W
o
r
k
i
n
g
 Paper, supra note (75), 

at 
pp. 

2
4
2
-
2
4
3
.
 

索
）

L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 W
o
r
k
i
n
g
 Paper, supra note (75), 

at 
p. 

243. 

索
）

L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 W
o
r
k
i
n
g
 Paper, supra note (75), 

at 
pp. 

2
4
2
-
2
4
3
.
 

(
@
)
 

L
a
w
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 W
o
r
k
i
n
g
 Paper, supra note (75), 

at 
p. 

25-26. 

（ご）
North, P., 

Contract as 
a
 Tort Defence in 

the Conflict of Laws, in 
Essays in Private International L

a
w
 (1993) -1K1¥智

啜
）

Collins, 
L. 

with Special Editors ed., 
Dicey a

叫
Morris

on T
h
e
 Conflict of L

a
w
s
 12th ed. 

(1993), at 
pp. 

1
1
9
8
-
1200. 

（箆）
•
J
G
臣
睾
は

0
:;, 
ヤ

ざ
Beaumont,

P., 
Jurisdiction under the 

Brussels Convention in 
Contraet, 

Tort, 
Delict and Quasi-Delict, 

in 
T
h
e
 Option of Litigating in Europe (1993), at 

pp. 
1
3
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3
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(90)

北
川
善
太
郎
『
日
本
法
学
の
歴
史
と
理
論
』
二
四
ー
ニ
八
頁
(
-
九
六
八
）
。

(
9
1
)大
判
明
四
五
•
五
・
ニ
―
民
録
一
八
輯
一
三
五
頁
。

(92)

北
川
・
前
掲
注

(90)
・
ニ
四
八
頁
。

(93)

こ
の
点
に
つ
き
、
平
井
宜
雄
『
債
権
各
論
II
不
法
行
為
』
八
ー
一
三
頁
(
-
九
九
二
）
参
照
。

(
9
4
)国
友
•
前
掲
注
(
1
5
)
・
七
―
-
I
七
―
二
頁
。

(95)

こ
の
点
に
関
す
る
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
、
北
川
善
太
郎
『
契
約
責
任
の
研
究
』
(
-
九
六
三
）
が
あ
る
。
な
お
、
最
近
の
も
の
と
し
て
潮
見

佳
男
『
契
約
規
範
の
構
造
と
展
開
』
(
-
九
九
一
）
参
照
。

(96) 
Institute 
d
e
 d
r
o
i
t
 c
o
m
p
a
r
e
 d
e
 l
'
U
n
i
v
e
r
s
i
t
e
 
d
e
 p
a
r
i
s
 
II, 
H
a
r
m
o
n
i
s
a
t
i
o
n
 d
u
 droit 
d
e
s
 affaii `
 

es 
d
a
n
s
 les 
p
a
y
s
 d
u
 m
a
i、C
h
e
c
o
n
n
n
u
1
1
[

D
e
f
i
n
i
t
i
o
n
 et 
d
o
m
a
i
n
e
 d
e
 la 
reponpabilite contractuelle (
1
9
8
1
)
.
 

(97) 
K
n
e
i
p
,
 A., R
o
p
p
o
r
t
s
 n
a
t
i
o
n
a
u
x
:
 A
l
l
e
m
a
g
n
e
,
 in 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 (
9
6
)
,
 
at p. 
1
1
8
.
 

(98) 
K
n
e
i
p
,
 A., s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 (
9
7
)
 
at p. 
1
1
8
-
1
1
9
.
 

(
9
9
)学
説
の
紹
介
と
し
て
折
茂
•
前
掲
注
（
3
5
)
•
-五
ニ
ー
一
五
三
頁
、
国
友
•
前
掲
注
（
1
5）
•
四
ニ
ー
四
四
頁
、
中
野
俊
一
郎
「
不
法
行
為
に
関

す
る
準
拠
法
選
択
の
合
意
」
民
商
一
〇
二
巻
六
号
七
六
八
頁
以
下
(
-
九
九

0
)
参
照
。

面
）
国
友
•
前
掲
注

(
2
7
)
•
四
二
頁
。

(101)

国
友
明
彦
「
契
約
外
債
務
に
関
す
る
ド
イ
ツ
国
際
私
法
の
改
正
準
備
（
二
）
」
法
学
雑
誌
三
八
巻
二
号
―
一
三
四
ー
ニ
三
六
頁
(
-
九
九
二
）
。

(
1
0
2
)
国
友
•
前
掲
・
ニ
三
五
頁
。

(103)

国
友
・
前
掲
注
(101)
・
契
約
外
債
務
（
三
）
法
学
雑
誌
三
八
巻
三
号
六
六
六
頁
(
-
九
九
―
-
）
。

(104) 

N
o
r
t
h
,
 P., 
P
r
i
v
a
t
e
 I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
 L
a
w
 P
r
o
b
l
e
m
s
 in 
C
o
m
m
o
n
 L
a
w
 Jurisdictions, (
1
9
9
3
)
,
 
at 
p
p
.
 1
5
9
 ,
 1
6
4
・
 

(105)

同
旨
、
三
浦
正
人
『
国
際
私
法
に
お
け
る
適
応
問
題
の
研
究
』
一
七
四
ー
一
七
九
頁
(
-
九
六
四
）
。

ま
た
、

E
h
r
e
n
z
w
e
i
g
が
、
性
質
決
定
無
用
論
を
唱
え
た
か
の
ご
と
き
指
摘
（
例
え
ば
松
岡
博
『
国
際
私
法
に
お
け
る
法
選
択
規
則
構
造
論
』

一
六
二
頁
(
-
九
八
七
）
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
若
千
疑
問
が
あ
る
。

E
h
r
e
n
z
w
e
i
g
は
、
性
質
決
定
を
「
す
べ
て
の
法
的
理
由
付
け
legal

r
e
a
s
o
n
i
n
g
に
共
通
の
解
釈
過
程
の
一
場
面
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
た
上
で
、
そ
れ
は
特
別
の
解
釈
規
則
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
な
い
限
り
は
、
法
廷

地
の
解
釈
規
則
に
よ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
し
そ
れ
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
の
で
あ
っ
て
、
国
際
私
法
に
お
い
て
そ
う
し
た
プ
ロ
セ

一
七
六

（
四
四
四
）



国
際
私
法
に
お
け
る
性
質
決
定
理
論
の
再
構
成
四

一
七
七

ス
自
体
が
無
用
で
あ
る
と
し
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

(
E
h
r
e
n
z
w
e
i
g
,
A. A., P
r
i
v
a
t
e
 International L
a
w
 :
 Ge
n
e
r
a
l
 p
a
r
t
 (
1
9
6
7
)
,
 at 
pp. 

1
1
4
 ,
 1

1

8

$
照。）

(106)

中
野
・
前
掲
注

(99)
・
七
七
二
頁
。

(107)

中
野
・
前
掲
注

(99)
・
七
七
三
ー
七
七
六
頁
。

(
1
0
8
)
国
友
・
明
彦
「
契
約
外
債
務
に
関
す
る
ド
イ
ツ
国
際
私
法
の
改
正
準
備
（
三
）
」
法
学
雑
誌
三
八
巻
三
•
四
号
六
六
五
頁
(
-
九
九
二
）
。

(109)

中
野
助
教
授
の
理
由
付
け
か
ら
は
そ
れ
が
必
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
特
に
、
そ
れ
を
当
事
者
の
処
分
権
と
法
廷
地
法
の
適
用
の
便
宜
性
に
お

く
と
き
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

(llO)

中
野
・
前
掲
注

(99)
・
七
八
八
頁
。

(
l
l
l
)
中
野
・
前
掲
注

(99)
・
七
八
八
頁
。

(112)

ス
イ
ス
の
附
従
的
連
結
論
の
紹
介
は
、
佐
野
寛
「
ス
イ
ス
国
際
私
法
に
お
け
る
不
法
行
為
の
準
拠
法
(
-
)
ー
|
'
製
造
物
責
任
の
準
拠
法
を
中

心
に
|
|
」
岡
法
四
二
巻
一
号
(
-
九
九
三
）
八
ニ
ー
八
六
頁
参
照
。
た
だ
し
、
佐
野
教
授
に
も
こ
う
し
た
視
点
は
欠
落
し
て
い
る
。

(113)

国
友
明
彦
「
契
約
と
不
法
行
為
の
抵
触
規
則
の
競
合
問
題
（
3
．
完
）
」
法
学
雑
誌
三
三
巻
四
号
四
九
一
頁
(
-
九
八
七
）
。

(
1
1
4
)
国
友
•
前
掲
•
四
九
八
頁
。

(115)

支
持
す
る
学
説
と
し
て
は
、
海
老
澤
美
広
「
国
際
私
法
事
件
に
お
け
る
訴
訟
物
」
青
山
法
学
論
集
七
巻
一
号
二
三
頁
(
-
九
六
五
）
、
石
黒
一

憲
『
国
際
私
法
〔
新
版
〕
』
一
五
七
ー
一
五
八
頁
(
-
九
九

0
)
。
反
対
に
近
時
の
学
説
で
準
拠
法
指
定
並
立
説
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
溜
池

良
夫
『
国
際
私
法
講
義
』
＝
一
七
六
頁
(
-
九
九
三
）
、
中
野
俊
一
郎
『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
・
国
際
私
法
』
六
八
頁
(
-
九
九
四
）
。

(116)

し
た
が
っ
て
、
石
黒
教
授
の
よ
う
に
国
際
私
法
上
の
利
益
衡
量
を
加
味
し
た
柔
軟
な
性
質
決
定
（
石
黒
一
憲
『
国
際
私
法
（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
」

一
七

0
頁
以
下
(
-
九
九
四
）
参
照
）
を
行
う
と
い
う
立
場
は
採
用
し
な
い
。
性
質
決
定
は
、
あ
く
ま
で
客
観
的
基
準
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

(117)

折
茂
豊
『
渉
外
不
法
行
為
法
論
』
一
六
五
ー
一
六
六
頁
(
-
九
七
六
）
。

(
1
1
8
)
折
茂
豊
•
前
掲
・
一
六
六
頁
。

(119) 
S
c
h
l
e
c
h
t
r
i
e
m
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 (
1
3
)
,
 
at p. 
4
 73. 

(120) 
S
c
h
l
e
c
h
t
r
i
e
m
,
 s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 (
1
3
)
,
 
at p
p
.
 4
7
3
-
4
7
4
.
 

（
四
四
五
）



（血）
(122) 

(123) 

(124) 
関
法

第
四
四
巻
第
三
号

例
え
ば
、
池
原
季
雄
『
国
際
私
法
（
総
論
）
』
九
四
頁
(
-
九
七
二
）
、
山
田
錬
一

山
田
・
前
掲
・
三
二
七
頁
。

佐
野
寛
「
生
産
物
責
任
の
法
選
択
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）
」
名
法
九
一
号
五
頁
(
-
九
八
二
）
。

佐
野
寛
「
生
産
物
責
任
の
法
選
択
に
関
す
る
一
考
察
（
三
）
完
」
名
法
九
九
号
二
三
一
ー
ニ
三
二
頁
(
-
九
八
四
）
。

『
国
際
私
法
』
五
五
頁
(
-
九
九
二
）
等
参
照
。

一
七
八

（
四
四
六
）




